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標本抽出法による九州大学宮崎演習林

　　第三次（1958年）蓄積調査報告

　　　　　　〔三方嶽団地・北部：地区〕

木梨謙吉・長　正道

　　Kenkichi　KiNAsHi　and　Masamichi　CH6：

The　Report　of　the　Forest　Inventory　by　Sampling

　Methods　in　the　Kyushu　University　Forests　in

　　　　Miyazaki　District　（Report　No．　3：

　　　　Northern　Part　of　Mt．　SAMpoo）

　　　　　　　　一一　1958
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　§5　総蓄積の推定と抽出誤差

　§6　直径生長量の推定

　§7材積方程式
　　A）針　　葉　　樹
　　B）広　　葉　　樹
　§8　材積生長量の推定

　§9標　　本　　木

VI総　　　　括
　Resume

プロット別蓄積と誤差の吟味

Representative　samplingにおける誤差の吟味

1緒 言

　本報告は宮崎県東臼杵郷椎葉村所在・九州大学宮崎演習林三方嶽団地の申，既に調査終

了の部分を除いた北部地区33～37林班全域449．3haを対i象として標本抽出法による蓄積

調査を実：施したものの結果である．
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　宮崎演習林は既報1）2）のように九州中央部の脊梁山系をおおう，極めて粗雑な広葉樹を

主体する天然生林であり，三方岳（1476　m）の南部および中部地区の調査は，1956年，

1957年にいずれも標本調査方式を用いて調査がすすめられ，今回はこれに続く第三次調査

としで実施したものである，当初においては，このような山岳地帯の標本調査には極めて

多くの不安を感じたが，次第に回を重ねることによって，多くの収穫をもたらすに至った．

　即ち，このような天然生林では林班毎の蓄積推定は極めて困難且つ労費的であって，標準

地を求めることも極めて無理であり，結果の信頼性に拠りどころがなかった．これに対し，

一定の方式で，プ9ヅトをおくことは，実施上かなりの困難はあっても機械的に調査がす

すめられ，標本抽出誤差を求めることによってその推定の精度を把握しうるからである．

　この意味から本調査の困難性にもかかわらず，逐年適当量の消化がなされてきたもので

ある．

II調　査　目　的

　本調査の主要口的は演習林経営計画の基礎となる蓄積・生長：量の推定にある．即ち針葉

樹広葉樹別の蓄積，成立本数，樹種別の蓄積，直径級別の蓄積，1並びにそれらの生長量

の推定を行わんとするものである．

　また，これと附随してその目的の一つに林学科学生の測樹学実習があった．森林内で笑

際に樹木に触れ，測託し，多くの訓練を受けた学生たちには貴重な経験となったであろう．

とくに樹種識別（tree　identification）の非常によい教育の場であったと信ずる．そして学

生と共にわれわれにも多くのよい教訓と試練の場であった．ついで森林標本抽出法に関す

る真に生きた研究がなされ，且つ測樹学，とくに生長量推定の面で貴重な資料となった．

即ち学生の教育と高高ってわれわれの研究もこの調査の大きな目的の一面であった．

III調 査 力

§1．人　　　員

　本調査は，昭和33年（1958年）3月13日より19日までの約1週間に亘り，測樹学実習

として昭和31年度林学科進学生（20名〉がその調査の主力とな：つている・その氏名を下記

に記し，その労苦を多謝するものである．

班 氏 名

I

II

III

IV

V

美
己
範
煮
凝

昌
正
一
　
吉

吉
藤
方
重
原

秋
伊
緒
兼
河

敬
紹
彦
治
明

　
智
敏
義
孝

良米
外
鰐
田
賀

上
神
鋼
黒
古

久
則
彦
庄
山

隆
安
克
恵
達

浜
谷
広
田
松

野
新
助
園
並

平
平
郎
雄
次

恭
恭
哲
道
礼

本
　
尾
田
村

橋
堀
松
松
松

似上20名）

なお吟遊毎に班長，計画，器材，資料の分担．を与え，且つ現地指導並びに保護のため，

1）木梨謙吉・長　正道：標本抽出法による三方嶽天然林（九州大学宮崎演習林）蓄積調査報告（九

　州大学演習林集報第10号）1958．
2）青柳亜良汰：標本抽出法による九州大学宮崎演習林第二次蓄積調査報告（九州大学演習林集報第

　11号）1958．
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り一グーとして関屋雄偉，荒武時雄，椎葉淑嗣，青柳亜良太の諸氏，ならびに長正道がそ

れぞれ各班につき，木梨謙吉は全体的な指導に当った．

　調査班の構成は学生4名，り一ダー1名，人夫2名，計7名からなっており，人員の面

からは一応十分であったと考える．

宿油款河内所在・宮崎演習林事務所内で，毎日現地迄の往復は歩行平均約10㎞にお

よんでいる．山地が地形急峻であることから，調査プロヅトの設定並びに測定には非常な

困難を克服してなされたことをここに明記し，その調査力が若い学生諸兄によって充実し

ていたことを附言するものである．なお，今回の宿泊個所は比較的便利であったが，それ

でも多数人員の受け入れに現地演習林各位の労苦は大変であったことと想像する．’

　なお，本調査実施計画に当り，九州大学演習林長大野俊一教授，同研究部青木尊重助教

授，宮崎演習林所長垣内重三郎氏，他関係者各位に対し深謝の意を表する次第である．

§2．器　　　材

　調査上必要な器材は主として教室および演習林研究部のものを使用した．その明細は次

の通りである．

（■）各班分配調査器材（各班にそれぞれ1組計5組）

コ

Weise

輪

直　径

成

Swedish

ン’　　ノく　　　ス

　測　高　器

　　　　　尺
　テ　　・一　　プ

　長　　　錐

　bark　gauge

　　core　box
ノレ　　　　　　一　　　　　　ペ

メt’一’“トル縄（50m）

テt・プ（20m）
スケール（30cm）
ソPtバン（四ツ玉）

半　円　分　度　器

小　　型　　磁　　石

ドラ／「バー（小）

懐　　申　電　　燈

腰　　　　　　　鈍

大　　　　　　　鋸

図　　　　　　　板

水平距離換算表
立木幹材積表（熊本営林局）

現地航空写真（写）

（Pt）野帳，用紙および文具類（各斑に分配）

　三木調査野帳



　　調　査　報　告　書

　　区分求積野帳
　　プロット調査岬町表

　　樹幹析解原票
　　core測定野帳
　　その他，西洋紙100放，セクション・ペーパド（A－4）1冊，フルスカヅプ（A－3）

　　30枚，資料整理用大型封筒20枚，チョーク2箱，一マt一一・’キング・チョーク1箱，糊1

　　瓶，ゴム付鉛筆1打，赤×青鉛筆5本，ナイフ5本，消ゴム5個，ゼムクリヅプ（小）

　　1箱，ペーパー・ホルダー5個，画鋲1箱，細紐1巻，針ピン1箱，ベンジン1瓶，

　　ペンキ（黄）10罐，刷子5個．

（〈）各人配布計画書およびプロット設定位置図

　　三方嶽天然生林北部地区蓄積調査計画書

　　九州大学宮崎演習林；林班位置図

　　標本調査林地プロヅト設定位置図

（＝）　その他全体として携行したもの

　　Balow’s　tabls，対数表，数値表，樹幹引解（申島），植物図鑑（牧男），森林家必携，

　　理科年表（昭33年），宮崎演習林：施業案説明書，同森林調査簿（昭33年），円分度

　　器，キルビメー　11　・一・，プラニメター，バnメー’］　・一，色鉛筆（12色），医薬品類．

IV　調　査　方　式

g　1．　Representative　sampling

　調査方式はいわゆるRePresentative　samPlin9を試みた．これは一種の層別抽出法であ

るが，層化するに当って地形や林相によらないで，一定のブPヅクによって森林を区切り，

その申で等距離的に2個のプn・ヅFを抽出した．この方式の特徴は広い天然生林の場合，図

上であらかじめプロヅクをつくり，その申で標本をとる方式であって，各ブロック毎に標本

2個の観測値の差の平方を加えあわせることによってただちに標本和の分散を計算し得る

にある．

　次図（第1図）のように24個のブPtックによって全体をカバーした．因みにブロック

の形は400m×400mとし，地区境界外にはみ出すものと，完全なプロヅクがとれないもの

（即ち中心にプロットが2つおけないブロック）がおこるが，一応このようなプロヅクは

棄てた．従って母集団全域を完全にカバー‘してはいないけれども，標本抽出は全体から総

てを調査するものではなく一部調査であるという観点から切り棄てられている．

　プPtヅトはブPヅクの中心M一E線上に相互に200m離してプロヅク申心に対し対象的

に：おかれているので，プロヅク内外を通じプロットは東西方向には200m聞隔，南北方向

にはブPtヅクの巾，即ち400m離しておかれたことになる．

§　2・プロット調査

　プロヅトは面積0．10ha，即ち31．62mx31．62mの正：方形を進行方向に対し45“まげた形

で設定した．却ち申心点からそれぞれ直角方向の対角線の長さは第2図のように，隅抗ま

での長さは22．35mとなる．

　プロット設定の際，申心並びに四隅杭の至近立木に対しペンキを塗って標示木とした．



5

三方嶽団地北部地区におけるブロック並びにプロット設定位置図
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1）点線は400mX400mのブロックをあらわす

2）ブロック内で上欄の数字はブロック番号，下欄はプロット番号を示す

3）プロットにおける○印は調査プロットを，X印は調査を放棄したプロットを示す

プロットの設定方法第2図

（E｝
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ゲ
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プロットは水平距離でとられているので，傾斜の急な地形では斜面積はかなり大となって

いる．前回でもそうであったが，地形が上しいので危険な場合がしばしばあった．なお，

遠距離のため，都合3プロヅク6プPットが放棄された．

　抽出プPtットの中心点は地図上に落し，適当な起点を班毎にきめ，起点からcompass測

量によって中心点を現地に求めたあと，対角線により四隅の杭を立て，周囲を伐開して境

界とした．毎木調査はD．B．111．8cm以上を2cm括約でとり，樹種識別をなし，樹高は

朽木につき・lm単位で，主として目測によって測定した．なお0．10haプ助トでは8cm

以上の立木本数は平均約100本，多いときは200本以上におよび，樹種の多様性と相倹っ

てその分類整理には極めて手数を要した．

§3．標本木調査
　樹高曲線，材積表作製，その他の資料のため心木調査木を一定の抽出間隔に基づいて標

本木とし，伐倒して簡易樹幹析解（区分求積）を実施した．

　その方法は切株0．3mで伐倒し，1．30mの胸高直径，以下2m毎の直径測定後，最後の梢

頭部3m未満のとき1mをとって最後の直径測定を行う，いわゆるHuber法による区

分求積（皮共）を実施した，なお，その測定は幹のみを対象としたが，広葉樹の多くは枝

条の分岐の甚だしいものも少なくなかった．また同時に切株における年輪を測定して年令

の推定を行った．

§4．生長錐調査
　毎木調査木申，一定二二をもつて胸高直径部位に成長錐を挿入してcoreを抽出し，最近

10年間の年輪の長さをスb一　・一ルで㎜単位に測定した．この二合，方位による偏差を除く

ため，成長錐は常に中心杭の方向から挿入し，且つ樹皮の厚さをSwedish　bark　gaugeに

よってmm単位に測定した．

　coroは一応core　boxに入れて持ち帰り，後日検定の用に供した．

　　　　　　　　　　　　　　V　調　査　結　果

§1．計画と実行。調査功程

a）計画と実行
　次表（第1表）における計画実行対照表に示すごとく予定はほぼ実行された．最初の計

画は24ブP　・yクで，1ブロックに2個のプロヅトをもつので，調査すべきプロットの数は

48個であったが，i実際・にはこのうち3ブPtック6プロットが放棄されたので42個のプP

ットが調査されている．その功程は実働5日とみて，1日平均8・4プロット調査すればよ

いので1日1班平均1．68個調査したことになる・調査プロヅト数が平均して少ないのは，

宿舎から現、地迄の距離が遠いこと，並びにプロットの面積0・10haに比し小径木が非常に多

かったこと等がその原因として挙げられる．

　調査は慣れるに従って早くなっているが，その功程は1班1日平均調査プロット数とし

勢1奮1－3日第4日第一日1平均

1 1．4 2．4 雨のため

　休

　　（午前中）1
2．8　］’　O．8　i　1．68

て示すと左表の通りとなり，3日目ぐ

らいから初日の約2．5倍の調査力が発

揮されている．

　測線測量の距離もそれに応じて伸び

ており，1班当り300m～500mとな
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第1表　計　画・実　行　対　照　表
朋（曜）1

計 画

3．13（木）　12；00宮崎演習林事務所集合　　l

　　　　　p．m．各班別使用器材並びに野帳［

　　　　　　　　類の分配　　　　　　　　1

　　　　　　　　調査方法の説明，打合，そ

　　　　　　　　の他　　　　　　　　　　！

　　　　　）　i　　i’
二S．14（金）　森林標本抽出調査　　　　　　　　晴後曇i

　　　　　　1．調査対象林班　33～37林班

　　　　　　2．i推1出プロッ　ト

　　　　　　　a）個　数
　　　　　　　　24ブロック　48プロット

　　　　　　b）間　隔

＿＿
@　　　　　　400m×400mブロック内

3．15（土）　200m　interval　　IJN雨

3．16（日）

3．17（月）

3．18（火）

医卿　　実　　　　行
難晴晦多発1、23－7、28結7、34＝8、15湯

　c）単位
　　O．10ha　（31．62　x　31．62m）

3．毎木調査

　一D．B．H．8cm以上の立木に．
　対して一

　a）樹　種
　b）D．BH．（2cm括約）
　c）樹高（1m括約）
4．成長錐調査

　抽出間隔　10本

　coreは最近10年間についてを
　測定
5．標本木の測定

　抽出間隔　30本
　簡易樹幹析解施行

6．六界調査
　　　　　　　（調査終了予定）

　　　六白，湯前8：45一漏出一一一12　：　30

　　　大河内＝国鉄バス

13　：　OO宮崎演習林事務所（大河内）集合
P・m．各班別使用器材並びに野帳類の分
　　　配，調査方法，海況，翻意の説明，
　　　打合，その他各種注意事項指示
　　　　　　　　　　　（休養）

3．19（水）

3．20（木）

a．m．樹幹櫓門実習

p．m．各班別使用器材，各種資料

　　　の整理，点検，返却

晴時々曇

雨

晴時々曇

a．m，現地解散

青臼

晴

森林標本抽出調査開始

各班共，測線原点を基本図上の石標番号

より求め，これより測線測量並びにプロ

ット抽出調査を開始

プロット調査個数：　　5
測　　線　距　　離：1475m

プPtット調査個数：　　7

測線距離；1460m
雨のため3，5の2班は午前中にて調査打
・切り

プロッ　ト調査イ固数　　　　12

測線距離2130m
雨のため調査中止

このため最遠距離に当る5，23，24の3

ブロックを調査予定より放棄

各班共，1野帳の整理，プロット材積の計

算，その他の内業を行う

プnット調査個数　　　14

測線距離26701n
　コロの

プロット調査個数　；　4
W．iJ　　線　　i巨　　離1　：　250m

プロット抽出調査午前中にて打切り

　　プロット調査個数：計　42
　　測　線　距　離＝計7985m
　　鑑査プロット面積；計4．20ha

p．m．各班別使用器材並びに野帳類，その
　　他各種資料の点検，整理，返却

　　本調査（実習）の経過および課程の
　　検討並びに反省

a．m．現地解散
　　　（学生は砂防工学実習に引続く）

つている．

　なお，調査期間中負傷者，重病人等の出なかったことは幸であるが，とくに学生を対象

とするとき，危害予防，衛生管理，無理な計画の排除等には十二分の留意が必要であろう．

　b）調　査　功程



8

　調査予定プロヅト48個に対し，実際には42個のプ戸ットが調査されたので，調査の完

成率は87．5％となっている．．今回は安全原則の帯揚から無理なプPtヅトは放棄して，85％

程度以上の完成率に達したので一一応調査を打切つた．

　なお，各班とも8乃至9プPヅトを調査している（第2表）．

第2表　 調　三査i　功　程　一角　覧　表

班

1

II

m

IV

v

．
＼

調査（実働）時間
調査フ。rコッ　ト数

測　二丁　離

3，14

5．25（5．00）

　　1
　240

覇轡鮒嬰）

調査（実働）時間

調査プロット数
測　線　距　離

8，00（7．30）

　　1
　300

3．15 3，16

6．45（5．45）

　2
　400

6．40（6，00）

　2
　400

調査（実働）時鳥1
調査プロット数

測線距離
調査（実働）時間

調査プロット数
測　線　距　離

1，00（1．00）

　0
　60

6．15（5．30）

　　1
　260

6．30（S．30）

　　1
　400

7．45（7．15）

　2
　400

2．45（2，20）

　　1

　200

7．10（6，00）

　3
　400

6．10（5．30）

　z
　400

7，10（7DO）

　3
　400

7．’15（6．30）

　2
　530

5．35（4．35）

　2
　400

3．18

5．30（4．50）

　z
　apo

6．30（5．40）

　2
　400

6．00（5．40）

　3
　600

7，20（6．40）／

　3
　470

3．19 計

　　調査（実働）時間．
全体　調査プロツ　ト数

　　測　線　距離

31．40（28，30）’奄Q4．55（2220）

　　5　　1　7
　　1475　　1　1460

3．00（3．00）

　　1
　140

24．50（　21．35）

　　8
　1440

27．SO（　25．10）

　　8
　1615

5．00（4．30）

　　1
　　0

2，00（2．00）

　　1
　110

　　　　　73ｿ0）｝L50讐50）

33．20（29．35）i32．55（29．50）

　　n　　／　14
　　2130　1　2670

11，50（11．20）

　　4
　　250

27．10（　25．40）

　　8
　1360

30．35（　27．55）

　　9
　1770

24．15（　21．15）

　　9
　1800

134．40（121．35）

　　4Z
　　7985

（単位：時蘭＝「時間・分」，測線距離＝m）

調査時聞の状態は次表（第3表）に示す通りで，記録の十分とれなかった班もあったが，

平均して，測線測量は100mにつき約40分を要し，プロット（0．10haプロヅト）の区画

をつくるのに1プロジト当り約30分またプロヅト書函木調査（この申には標本木測定，

生長錐調査その他の測定を含む）は1プロット当り約40分を費している．

璽慧謁顯輸鰯罐を要す）

測線延長1日平均350m

プロット調査1日平均2個
中食その他

計

時間分
　3，00

2．oe

2．20

0．40

8．00

　従ってプロット全体の調査にはおよ

そ70分を費していることになる．

　これより各班を通じて今回の調査で

の平均的な時間の消化は左表の程度に

みこまれる．

　測線測量，並びにプPtット設定，低木

調査の時間の比率はそれぞれ43．2％：

17．4％：39．4％となっていて，調査時間の約40％以上が測線測量に費されていることは，

・一・一一ﾊ浪費的と考えられるであろうが，プロヅトに近づく手毅としては避けられない行程と

考える．ただし森林の踏査はこ．の聞に地形，林相の体験的記憶を与えるであろう．

　現地迄の距離やその日の地形のあり方でいろいろに変っているが，上表から0・10haのプ

協ヅトを1日に1班で最大4個，平均2個とみることができる．

　なお，次表（第3表）では1，皿班が功程の証録を弔いでいるがほぼ共通した功程と考

えられる．プロッbの区画談定は揚所が悪いと非常なロスとなる・全体的にみて測量時間
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第3表　功程要因に対する闘争的比率

班
測　　線　　測　　量 プnット区副設定 毎　　木　　調　　査

f
，
　
1

W
v

沈線長藤野比率プ・ツF藤時間！上灘照応二面比率

1615

1770

1800

m　　　分　　　％
766

765

563

46．3

40．6

42．9

8
9
0
ノ

301

349

194

　　　　　　　　　　　　　　　Z．5／分　　　　　　　　　　　　分　　％L　’　ha
　18，2　，　O．8

　18．5　O，9
1　i4．8　i　o．g

5／86

7；0

554

35，5

40．9

42．3

戦当i1・・［4・・4　1 1

平均1 1　43．，

3可　　　・・1
　　　－iラ1τ丁圏t一一

73，5　i

　　l　3g．，

とプロヅト調査はほぼ同じくらいの時間がかかっていて，前進してゆくのに要する時間は

功程の面からは見逃がすことのできない比率を占めていることが察知される・

§2．直径階別本数。蓄積および百分率

　全プロットについて胸高直径階に基づく本数材積の頻度分布を1V（針葉樹），　L（広葉

樹）別セこパーセソテ…ジで示すと次表（第4表）の通りである．さらにそれをグラフで示

すと第3図〔（a）本数，（b）材積〕のようになる・

　今回は8cm以上の胸高直径を測定したわけであるが，本数については42プロット（面

積：4．20ha）の総本数4961本の中，針葉樹は1008本で20．3％，広葉樹は3953本で79．7

％となっている．hai当りに換算するとし－940，　N＝240，計1180本となり，立木本数は

ha当りにして約1000本程度であると

いえよう．このうち80％ちかくが広

葉樹である．なお針，広ともに小径木

の本数が極めて多いことがグラフから

も看取される．　いま，小径木につい

て8～30cmまでの本数材積の累積
パーセンテージを示すと右表のごとく
である．

　これより，本数の501％までは針（1V）

で12cm以下，広（L）で10cm以下と

なっていることからみても，非常に小

径木の林であることがわかる．また30

D．B、丑，

8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0

　
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3

本期材積
’　23．2　％

40．6

54．1

6Z1
67．2

72．7

78．1

81，8

84．3

86．7

88．3

91．4

2．1　％

5．0

8．4

11．5

14．3

18．5

24．0

28．1

32．5

37．1

40．6

48，9

L

本釧材積
％

0
8
2
3
4
7
8
4
1
2
2
0

1
4
7
7
3
7
0
2
4
5
6
7

3
5
6
7
8
8
9
9
9
9
9
9

％

6
7
0
6
3
2
5
2
8
9
9
0

6
4
1
8
4
0
5
9
3
7
1
6

　
1
2
2
3
4
4
4
5
5
6
6

cm以上のものの本数のパe・・一tセントはそれぞれNで10％，　しでは僅かに3％にみたない

程度で，いかに大径木の頻度の小さいかが察知できるであろう．グラフでも明らかなよう

に8～12cm階に小径木が集中しており，14～16cm附近から急に本数の減少を示し，30

cm以上80cm附近までは各直径階1本あるかなしといった状態を呈している．

　これに対し材積の7〈・一セントはほぼ一定で，材積の50％まではNで32cm以下，　しで

22cm以下となっており，本数の頻度の少ない上級直径階が却って50％の材積を占めてい

る点は全体として貧弱な材積状態であることを示しているものであろう．

　以上のことは利用できない小さ過ぎる木と，利用二級以上ではあるがこれも伐採の対象

にならない撒在的，且つ非利用立地の大木とから成り立っていることで，成林取穫の時期

は小径木群の漸進的な生長という，かなり遠い将来であることを思わせる．
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’第4表 針・子別，直径品別本数並びに材積頻度分布表

D．B．H．

8
｛
U

　
－
．

つ
ム
4
・
∫
0
8
0

1
｛
1
1
」
－
角
∠

2
4
／
0
8
0

2
2
う
脅
2
内
」

2
4
1
0
8
0

盈
」
3
3
3
4
・
2
4
．
6
0
0
ハ
U

4
4
．
4
4
52
4
1
0
n
δ
0

5
5
く
ゾ
f
J
1
0

2
4
6
8
0

6
6
6
6
7
∩
∠
4
∠
U
8
n
U

ワ
‘
7
7
・
飼
1
8

2
4

0
0
0
0

cm

z

本 数 材 積

L
　　　　　　％

234（23，2）　，

175（17．4）

136（13．5）

81（　8．0）

52（　5．1）

56（　5．5）

55　（5．4）

37（　3．7）

25（　2．5）

24（　2．4）

16（　1．6）

31（　3．1）

8（　O．8）

12（　12）
10（　1．0）

14（　1．4）

16（　1．6）

5（　O，5）

1（　O．1）

1・［，　i，1］・i　i1

1（　O．1）

2（　O．2）

2（　O．2）

1（　O．1）

1（　O．1）

1（　O，1）

1（　O．1）

1（　O．1）

　　　　　　　％

1224（31．0）

940（23．8）

491（12．4）

409（10．3）

232（　5，9）

170（　4．3）

121（　3．1）

63（　1．6）

69（　1．7）

45（　1．1）

40（　1．O）

32（　O．8）

22（　OL6）

14（　O．4）

13（　O．3）

13（　O．3）

11（　O，3）

8（　O．2）

6（　O．2）

2
5（　O．1）

5（　O．1）

1008（20．3）

1

5（　O．1）

3

1

5（　O．1）

f
■
－

1

1

1

3953（79．7）

z N
　　　　　　　％1i

1456（　29．3）

1115（　22．5）

627（

490（
284（

226（
176（

12．6）

9．9）

5．7）

4．6）

3．5）

100（　2，0）

94（　1．9）

69（　1，4）

56（　1．1）

63（　1．3）

30（　O，6）

26（　05）
23（　O．5）

27（　O．5）

27（　O．5）

13（　O．3）

7（　O．1）

4（　O．1）

8（　O．2）

10（　O．2）

　
（
（
　

（

∩
∠
7
《
ゾ
リ
山
1
0

2
2
1

1

1

1

）
）1
1
n
U
OO．1）

M3　％4ユ610（2．1）
5．5780（　2．9）

6．6123（　3．4）

　59880（　3．1）

5．4470（　2．8）

8．2653（　4．2）

10．6710（　5．5）

8．0270（　4，1）

85180（　4．4）

9．0560（　4，6）

6．8190（　3．5）

16．3050（　8．3）

4．8330（　2．5）

8．8430（　4．5）

8．0120（　4．1）

12．4380（　6．4）

16．9250（　8．7）

7．0270（　3．6）

O．8890（　O．5）

2．5930（　1．3）

4．4660（　2．3）

8．5980（　4．4）

1．4470（　O．7）

4．0360（　2．1）

4，7160（　2．4）

2．1760（　1．1）

2．4380（　1．2）

3．2590（　1．7）

2．7060（　1．4）

4，3570（　22）

4961（100．O） 1952066（32，9）

L

　rn3　％
26．1232（　6．6）

32．3175（　8．1）

25．0699（　6．3）

30，2242（　7．6）

22．9192（　5．7）

23，3455（　5．9）

21．1557（　5．3）

14．5836（　3．7）

185150（　4．6）

16．5099（　4．1）

15．9625（　4．0）

16．1487（　4．1）

12．1149（　3．0）

9．5255（　2．4）

9．且809（2．3）

12．8090（　32）

11．M98（　2，8）

8．2789（　2．1）

6．6044（　1．7）

2．1117（　O．5）

7．8013（　2．0）

7．8321（　2．0）

2．0885（　O，5）

7．4387（　1．9）

7．0403（　1．8）

2．0140（　O．5）

14．2368（　3．6）

2．5254（　O．6）

2．8700（　O．7）

2．8080（　O．7）

2．7331（　O．7）

3．8077（　1．0）

x
rn3　％30．2842（　5．1）

37．8955（　6．4）

31，6822（　5．3）

36．2122（　6．1）

28．3662（　4，8）

31．6108（　5／．3）

31．8267（　5A）

22．6106（　3．8）

27．0330（　4．6）

25．5659（　4．3）

22．7815（　3．8）

32．4537（　5．5i）

16．9479（　2．9）

18．3685（　3．1）

17．1929（　2，9．）

2S，2470（　4．2）

28．1748（　4．7）

15．3059（　2．6）

7．4934（　1．3）

4．7047（　O．8）

122673（　Zl）
16．4301（　2．8）

3．5355（

11．4747（

11．7563（

4．1900（

16．6748（

O．6）

1．9）

2．0）

O．7）

2．8）

5．7844（　1．0）

5．5760（　O．9）

2．8080（　O．5）

2．7331（　05）

3．8077（　O．6）

4．3570（　O．7）

397．9459（67．1） 593．1525（100．0）
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§3．樹種別蓄積および百分率

針葉樹と広葉樹の比率は20：80（本数），33：67（材積）パーセントで，いわゆる広葉樹林

とみなしてさしつかえない・針葉樹の

申での材積パーセントは右表の通り

で，全体的にはモミ16　％，ツガ11　％，

アヵマッ4％となり，比較的峯筋に部
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分的に分布しているので利用の立場からはいますぐには役に立たないかもしれないが，一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応は：重要視されねばならないであろう．

ブ
ナ
シ
カ
ピ
サ
カ
リ

　ラ

　デ
　シ
メ　シ　ヤ

ク　ラ

エ　　デ

ヨ　　ウ

ナ
類
類
類
ラ
類
類
ブ

14．2％

11．8

10．5

5．8

4．9

4，8

4．8

4．2

　広葉樹で，材積的に2〈　・一センFの高い

ものは左表に示す通りで，これらの合計

は全体的に40．8％になる．他の樹種は4

％未満である．

　今回の調査では広葉樹種約85種以上

を識別しているが，その識別は不完全で

ある．樹種の識別はこのような天然生林

ではもっとも困難であって，植物分類．の知識が極めて重要であることを痛感させられた．

　またいかなる樹種がより需要度が高いか，どの程度の利用が可能かについては十分研究

する必要があるが，本演習林内に自生するこれらの森林樹木について十二分な識別（identi－

fication）の能力を酒養でぎる点からも演習林の果す役割は極めて貴重であるといえよう・

　樹種名はできるだけ明らかにすることに努めたが，：方言（地方名）のもの，同名異種，

異名同種のもの，つけちがい等があることを認めざるを得ない．従って学名を省略したも

のもある・

　前表（第5表）は針・広別，樹種別本数並びに材積頻度の分布表である．なお，広葉樹

申，その他の広葉樹とは本数が5本未満のもので，クヌギ，コシアブラ，タラノキ，トネ

リコ，イタヤカエデ，チシャノキ，モチノキ，タブ，アララギ，カツラ，コマユミ，Ivユ

ミ，ヤマグワ，アカメガシワ，ヤマガキ，ヤマギリ，イヌギIJ　，ユズリハ等である．

§4．プロット別蓄積と誤差の吟味

　a）　フ埴ット別蓄積

　400m×400mのプロヅクの中心に0，10haプロヅト2個を持…つRepresentaive　sampling

の方式に従ったが，この方式での抽出誤差は二つのプPヅトの差の自乗に基づくものであ

る．

　穿ち，いま，一つのブPtックの，二つのプロッhの材積をそれぞれκ1，κ2とすると

　　　　IZ（xt＋x2）＝（xi・一一一x2）2

であらわされる．換言すると，一つのプロヅクの申で標本和（Xl　十　X2）の分散は二つのプ

ロットの材積の差の自乗に等しい．

　次表（第6表）は，針，広別に各プロットの本数並びに材積を一覧表として示したもの

である．

　また，これに基づいて，各プロヅク内の二つのプロットの材積をそれぞれX軸，y軸にと

ると第4図に示す通りである．即ち，45。の点線に近いほど分散は小さくなるのであるが，

各点はひどく撒らばっていて，ここで用いた方式は必ずしも適当ではなかったことを示し

ている．この原因は，天然生林において既に過去にいくらか伐採されたこのような林相で

は，蓄積度が十分でなく，全体的にみて不均一で，400m×400mのプロヅクの効果は大し

て認められないことを示しているものとみられる．
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第6表 針・広別プロット材積一覧表

No．

1
2
3
4
5
6
7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
鱗
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2

x

’Block　No．

－
〃
2
〃
3
〃
4
〃
6
〃
7
〃
8
〃
9
〃
1
0
〃
1
1
〃
1
2
〃
1
3
〃
1
4
〃
1
5
〃
1
6
〃
1
7
〃
1
8
〃
1
9
〃
2
0
〃
2
1
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
，

Plot　No．

1
2
3
4
5
6
7
8

塾
醤
捻
菟
P
2
。
墾
舞
説
話
四
3
。
訂
犯
至
適
箋
器1
2
　
　
3
4

4
4
4
4

N
本　数

0
0
ー
ム

ど
」
1
0

1

一
4
∬
2
5
8
3
5
2
5
2
0
1
9
1
2
3
2
0

1
2
0
2
3
内
づ
8
9

8
角
乙
　
角
」
　
　
1
4
4
－α
」
Ω
」

0
8
6
2
3
0
6
5
6
0
2
4
3
4

2
2

　
　
　
　
　
　
〔
」
　
州
∠
1
　
1
4
1

　
　
9
U
4
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

3
5
4
◎
0

材 積

　
む
む

3
8
3
3
2

m
”
L
O 　
　
　
　
　
　
　
む
バ
リ
　
む
　
レ
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
む
　
　
り
　
む
ゆ
　
ハ
り
　
む
む

　
　
　
　
　
リ
ハ
り

　
　
む
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
む
む
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
む
　
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ロ
む
　
ハ
ソ
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
き
　
フ
　
ヨ
ハ
ン
　
ヨ
ワ
ロ
　
　
ぬ
　

　
ロ
　
ユ
フ
　
ヨ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ
　

死
部
4
6
4
9
滋
佛
侃
3
4
あ
⑳
幻
茄
2
5
漉
2
8
図
％
湘
御
用
組
⑳
部
品
η
組
お
湘
伽
3
3
罵
糾
澱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
轟
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
τ
1
　
1
7
　
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
｝
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
犀
3

0
　
Q
ノ
ー

　
　
　
　
0
1
り
　
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
3
1
6
3
7
2
7

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
2
1

0
0
　
0
0
　
0
0

4
7
‘
　
　
0
3
　
0
8

5
0
　
3
◎
1
　
0
0
0

『
）
月
1
　
3
3
　
1
0
3

5
0
　
1
」
1
　
4
・
21008 195．2066

本　数

0
4
　
弓
♪
6

1
0
5
　
4
8

　
　
1

4
・
5
3
4
7
戸
）

0
／
Q
O
Ω
U
5
　
ご
」
7
「．
6
Q
ノ
角
3
2
　
7
’
ノ
0

1
8
門
ノ
7
　
門
1
4
T

1

1
8
内
∠
n
U
7
2

9
0
4
1
5
7

1
1
1
1
2 7
◎
0
8
2
　
2
～
［

1
7
’
　
1
く
ゾ
　
一
0
弓
」

－
五
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1

5
9
1
7
2
n
U

4
「
0
9
ハ
U
O
O
7

1
1
　
1
　
　
　
1
1
二 5
〆
0
2
8
！
0
6

1
0
ノ
丙
j
Q
ノ
只
V
l

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

3953

材　　積

が
＝

4
、
8
　
4
・
9
　
7
4
・

0
7
「
　
7
’
0

　
　
　
　
　
只
り
0

7
’
Q
ノ
　
一
3
．
0
0
2

1
0
1
　
A
ソ
Q
ノ
　
リ
」
0
◎

3
0
0
　
n
U
5
　
1
0
f
）

工
　
　
　
1
　
　
　
　
　
2

5
1
0
　
4
・
ツ
・
　
4
，
2

6
n
フ
　
8
1
　
7
‘
9

】
8
　
4
T
1
　
7
’
7

9
7
　
ハ
U
O
　
2
1

2
7
　
一
」
9
　
8
1

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

0
内
」9
2

つ
」
ハ
」0
8

！
D
7 ー
ム
ー
ム
　
4
1

〆
0
9
　
2
一
乙

3
0
　
3
A
j
．

6
Q
！
　
1
0
ノ

∩
∠
1
1
　
8
つ
」

　
　
　
1

7
6
　
4
4
　
3
0

7
3
　
6
7
　
2
6

1
噌
1
　
8
Q
ノ
　
角
∠
3

1
◎
9
　
8
7
　
4
2

8
0
　
6
6
　
4
4
・

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
0
0

∩
り
0
0
4
7

1
【
U

－
」
0
ノ

70
V4

R5
U9

U3
O1

a
．
2
6

1
3
3
8
6
0
8
9

5
6
5
9
3
1
5
3

9
5
4
9
2
．
5
4
0

　
1
1
　
　
曜
⊥
　
　
　
　
1
ー
ユ
　
一
1
39
U3

O0
S2

Q8
P9

7
’
－
↓
　
1
0
2
　
4
Q
／

9
4
，
　
0
7
　
9
3

2
8
　
0
／
5
　
9
3

」
■
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
1
」

397．9459

x
本　数

0
0
1
　
0
0
0
　
0
0
1

5
／
0
　
1
0
ξ
J
　
f
J
1

1
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1 2
0
8
4
・
ノ
0
7

　
　
0
舗
1
　
7
」
8

A
U
2

1
1
　
1

9
9
4
・
4
7
・
0
0

1
0
　
【
ノ
7
’
　
＝
」
6

1
1
」
　
　
　
　
　
　
－

4
・
1
　
0
0
0
一
う

2
1
　
1
0
1
0
　
6
7
・

角
∠
1
　
一
二
2

7
6
《
」
4
・
5
5

3
0
ハ
U
Q
ノ
｛
U
1
0

1
可
1
　
1
　
　
　
　
　
1
渥

1
4
7
7
4
・
4
」

7
2
　
0
1
　
Q
ノ
ー

1
1
．
2
1
凸

　
　
　
　
　
　
2

8
0
5
3
0
4

含
」
0
3
1
　
Q
ノ
∩
∠

I
f
」
　
雪
⊥
ー
ユ
　
　
　
噌
ユ

4961

材 積

　
0
0
4
．
8

　
　
　
　
　
　
4
Q
／

3
3
2
0
4
8
7

m
3
8
0
3
6
7
9
6
1
4
3
9

　
《
り
1
　
3
0
0
　
0
7

　
　
　
1
1
　
　
2

7
」
4
　
く
ノ
！
O

1
4
　
◎
1
8

8
4
8
」
且

n
6
1
　
8
8

1
0
2
．
ノ
0
0

　
3
う
岡
－

4
7

　
　
4
、
2
　
0
3

3
0
2
6
3
5

0
／
2
　
8
f
J
A
U
8

3
「
）
　
Q
／
4
！
0
0

リ
　
　
ロ
　
　
　
　
ウ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　

4
5
　
8
7
「
　
月
1
8

1
1
　
　
2

噌
1
1
A
　
5
1
　
7
／
0

2
0
／
　
6
5
4
3

！
0
8
　
ツ
・
0
ノ
ー
Ω
り

Q
ノ
ー
　
ノ
0
喧
1
　
1
」
f
）

ゆ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

Q
／
5
　
2
ご
」
　
0
8

　
　
1
1
　1ー
ユ

4
4
，
角
」
0

05
Q3

鰍
W
9

3
6
6
5

7
8
9
4
・

　
　
1
1
1
（
U
O
O
O
4
5
Q
／

2
5
0
1
Q
／
3
7

7
0

　
　
2
《
0
　
角
∠
Q
／

4
4
8
0
0
1

3
2
9
9
6
6

2
2
　
　
1
1
1
3
3
4
Q
／
9
3

n
6
ー
ム
　
一
月
1
7
・
3

Q
／
8
　
弓
」
0
2
2

6
月
ノ
　
A
U
Q
／
5
1

5
2
7
7
8
9

1
」
へ
4
　
噌
1
1
具
．
ー
ム

0
角
∠
　
8
9

0
7
　
2
9

9
1
2
9

角
」
－
1
0
6

　
　
　

　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

A
U
7
　
4
《
》
．

－
　
　
　

1
1
一

593．1525

　　いま一図（第4図）において，各プロヅク内のプロヅ

関係tw　rを計算してみると次の通りである．

　　　　　　　　　Z（XiX2）＝421054．97

　　　　　　　　　　　　　C．T．；一　399544．95

　　　　　　　　Cov（x，　x2）・＝　21510．02

b測定値κ1とX2に対する回帰の相
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第4図　　同一ブロック内における対のプロットの材積の撒らばり状態

プ　32’

？7　28

ム，4
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璽2G
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4

o

＋17

　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　寧，　轡　！／
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　　ノ
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！

1

　　　　　一
　　　　t　　　　’
　　　一　　　ノ
　　1　　1
　1　1　／1
’

十s

隔 8 12 16 20　24　28　　s　5．”．，

　　　プロットー1〔Xl〕（m3）

El（xi2）　一一　464475．51

　C，　T．　＝　380245．42

ア「（Xl）コニ　84230．09

Z’（x22）　＝　558525．79

　C．コ巳＝419824．04

V（x2）＝＝138701．75

　　　　　21510．02
「＝＝

t：11蚕；2S669藪諭3

＝　O．199

即ち，相関係数rは0．199となり，極めて低い係数を示している・

b）Representative　samplingにおける誤差の吟味

　いま，21ブ・ック，42プロヅトから，次の四つの計算方式で求めた誤差を比較しよう，

即ち

　1．単純抽出とみた揚．合

　2．Representative　samplingの場合

　3．東西方向のプロヅト数の重みづき平均値の揚合

4．南北方向のプロット数の重みづき平均値の場合

からブロックおよびプP　・yトの配置，並びにその番号は次の通り．である．なお，各プ恥

bの材積値は，これをha当り材積として位置的に標示したものである．また，プロヅク
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22は，実際は19と20の申間の位置に設定されたが，本計算では便宜上216，……19の

ブロック線上に併列せしめた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i22．　　　　i．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　．　　　．　i　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i146．2　157．0と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i19．　　　　　　　120　　　　　　　　i　21　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　・　　　　　●　　．i　　．　　　　　●　　1　　●　　　　　．　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i17α3　179．l　i　185．3　91．2　i　1031．9　7工，2　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

．．．一一＿一一．＿一一一一．．一＿
@　　　　．一一『一，一卿一一一．一一一＿一＿一．し．＿＿．一，．一一，一甲　iり　　　．p、i．　，．「　i

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i14　　　　　　；　　　　　　　　i15　　　　　　：116　　　　　　．i　17　　　　　　i．18　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　。　　　　。　　1　　　　　　　　．Il　・　　　　・　　i　・　　　　・　li　・　　　　・　　i　・　　　　・　　1
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1196．4　145．9：1　　　　　　　　　　；：23．4．7　224．1　1　98．3　190．7　i160．2　．162．0　｝157，0　227．8　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

’　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1
のロぴロ

@にロコロロロロ　ロロ　ロ　コロ　トコロ　に　り　のコヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　や　　ウマワサ　の　　　ロサヒサコ　　らサ　サコロリロヤロコワマコ　ササワマドコドにアヒ　　リロ　コ　　コ　コ　フヒ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もコ　レレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　i．110　　　　　　　ill　　　　　　　．iI2　　　　　　　i13　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　●　　　　　●　　　i　　・　　　　　o　　l　　●　　　　　●　　　！1　　●　　　　　o　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　．1　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　99．6　　51．9　1126．8　152．O　i　101LII　185、8　i　73，1　　862
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｝6　　 ｛7　　 1・｝8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　●　　　　。　　i　　・　　　　り　　i　　．　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　l　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i268．9　108．2｝143，9　155．2　i　89、8　274．6．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　lB．1　　　　｝　2　　　　　i　3　　　　　i　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　．　　　　●　　i．　●　　　　・　　i　●　　　　・　　｝　．　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹
　　　　　　　　　　　　　　　　　．I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　．｛53・810・3；136・7．89・6i201・574・0｝6＆83214

　寸　　　　　　　くあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸　　　　　　寸　　　　　　　¢A　　　　　　▼一回　　　　　　寸　　　　　　wo　　　　　　　匂［｝　　　　　　N
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　ゆ　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　い．　　　　　　卜　　　　　　v⊃　　　　　　　o◎　　　　　　面　　　　　　　OD　　　　　　㌔c弾
　a　　　　　　　　rミト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　Lハ　　　　　　　　い　　　　　　　寸　　　　　　　　い　　　　　　　cハ　　　　　　　　a　　　　　　　くバ

　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　肖　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　いま，．各方式について計算内容を示すと次の通りである．

　　　　　　　　　　　151。6

　　　　　　　　　　　133．5

　　　　　　　　　　　179．7

ユ

’　　　　　　　　工09．6
…

i
‘

　　　　　　　　　

19　　　1
　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

’　　。　　　　・　　i．．　　ユ49．7

　　　　　　　　1
ミ　　　　　　　　　　　　　に

　　　　　　　　よ　76．0　　80．9　i

　　　　　　　　｝

…：
：

：i　　　　　　　　　　　　　　119L6．
：
i

：；　　　　　　ト

　　o　　　　ひ．
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　N◎　　　　o
　　卜　　　　co

Block

ー
ウ
幽
3
4
・
r
O

7
8
9
0
1
　
2
3
4
5
6

　
　
　
4
1
．
ー
ム
　
一
－
・
1
1
17
0
0
9

1
1
1

Xl t X2

53．8

136．7

201．5

68．8

268．9

143，9

89．8

76．0

99．6

126，8

101．1

73，1

196，4

234．7

98．3

160．2

157．0

170．3

10．3

89．6

74．0

321．4

108．2

155．2

274．6

80．9

51．9

152．0

185．8

86．2
145．　．9

224．1

190．7

162．0

179．1

227．8

Xl－X2

　43．5

　47．1

127．5

－252．6

160．7

一　11．3

－184．8

一　4．9

　47，7
一一　25．2

一　84．7

一　13．1

　50．5

　10．6
一’　92・4

贈　1．8

一・　70．8

一・　8．8

Xl十X2

64，1

226．3

2755
390．2

377．1

299．1
，364．4

1S6．9

151，5

278．8

286．9

159．3

342．3

458．8

289．0

322．2

384．8

349．4



18

0
1
2

2
∩
∠
2

＝

平方和

185．3

103．9

146，2

2892．3

464475．51

91．2

71．2

157．0

3039．1

　94．1

　32．7
一　10．8

一i46．81±6，gflg

558525．79 1 180891．36

2765
175．1

3032

5931．4

1865111，24

（1）単純抽出の場合

a）平均値

X　＝＝　211P22　（2892．3　＋　3039．1）　＝一　41－2　（5931．4）　一　141．22．3

b）平均値の分散（但し有限補正項を除く）

　　　　　　　　　　1
V　（X）　一　（42一）’i41）　［（464475．51　＋　558525．79）一（5931，4）（141．22）］

　　　　　一　fut22　［1023001．30一一一837632．os］

　　　　　＝　1！8｝llilf1312537629’2・2・一　＝一　io7．6476

（2）Representative　samplingの場合：平均値の分散は前表から

v（x）　＝　vetO229．tr36　一　一i8？ij26Y’36　一　io2．s46i

EL研方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）E一躍方向重みづき

元1w xw　i

303，2

801．0

1797．0

876．8

1197．6

956．0

元2w

151．6

133．5

179．7

109．6

149．7

119．5

2
／
0
ハ
U
8
8
8

　
　
1

］2　1

ハ「一s方向

42　1　5931．6 865439．52

一
X

196．4

145．9

129．4

95．4

157．9

146．1

158．4

133．6

98．5

196．2

76．0

80．9

X

W Xw　1 元2擢

1
1
3
3
6
6
5
5
5
5
1
1

196．4

145，9

388．2

286．2

947．4

876．6

792．0

668，0

492．5

981．0

76．0

80．9

42 5931．1 883063．91

π・・一互響一141・23

V（Xv）　＝’　s／wTs－1．　（hAs（n－i　［Z（x2w）

　　　　　　（Σ彫IEIw）2］

　　H　（865439．52－837719．87）

　　　　　　　　　42　×　（6－1）

＝＝

Q11

O10（27719・65）＝一131．99s

（4）1VLS方向重みづき

刃・・一59T一141⑳

V（Xlv）」8830 x誌ぎ晋二三4】！

一　4－il－2　（45473．97）　一　gs．42gi

これを総括すると次のようになる．
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　1．　Systematie　sampling：　．

　　　　　　　　141．22m3士10．76m3

　2．　Representative　sampling：

　　　　　　　　141．22m3士10．13m3

その分散分析は右表のごとくである．

これより

　　4746．18　　　　　　＝一　1．10　・　F＝
　　4306．94

Variation　source ss　I　DF　i　Ms

Betvveen　block　94923．54

Within　block　1　90445．68

Tota1 1　185369，22

0
1
凸
2
2

4746．18

4306．94

41　1　4s21．20

　即ちブPックの効果は認められない．また

　3．E一一方向：141．23m3土11．48m3

　4．5LN方向：141．22m3±9．92m3

となる．

　即ちE－M方向での変動が高いことは変化の方向が5－Nに沿っている傾向があること

を示し，且つ奥の方（大河内から北方位）に対しての蓄積が高く，西部より東部の方（町

筋）が比較的少ない．ことを傾向的に示すものとみられる．

§5．総蓄積の推定と抽出誤差

　いま

　　針葉樹30cm以上をA，　　広葉樹30cm以上をC
　　　同　　30cm未満をB，　　　　　同　　30cm未満をD
とし，本数，材積の各ブPtック毎につき，対のプロヅトを添字1，2で示すと第7表（［11，

［1］）・の通りである．

　　　　　　　　　第7表　プロット材積明細表
　　〔1〕　本数

Plot－1 Plot－2
No．
lBlock

mo． 細・c・國Σ・ オ・國。・lD・Σ・
オ1十・42 ．81十B2 C1十σ2 1）什1）2 Σ1十Σ2
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／
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　8，0030
一　1．4270

　10．3650

　2．9790
一　4．6650

　1．5640
　0．5640
　2，0u80

一　3．3870

一　1．1440　li

一　1．5600

　4，5320
一　O，6950

一　5，4030

　5．3960
一　4．2790

　2．6880
　0．8930

　3．2270

b

　4．3510
－O．7670

－O．2390
－4．4000

　0．S790

　1．8570
－O．9070

－O．2530

　3．6000
　1．7490

－1．8980
－O．2630
－3．7690

　5．1330
－2．4250

0．6820

0．8300

－1．7730
2．1590

－O．9560

－O．8550

c d

　3．8634　1　1．60921
　2．9529　1　2．0336
－16．9898　1　一2．ag39

　2，5734　1　2．5537

一　3．6140　1　一2．3493

－12．6211　1　一〇．2807

一一 @3．9502　1　2．1569

　　－i　O．7278
－　8．6497　1　2．5909

一　1．5166　1　一1．4562

　2．7ca91　一2．5656
　6v6276　t　3・5589
一　5．8217　1　一2．7171

一　2．9507　1　一3，1697

　3，2368　1　1，3．098

－　4．0847　1　1．5600
　5，7202　1　一一1．4946

　1．3877　i　3．7855
　0．78581　2．5739

　4．9278　1　一8．3771

e

　4．3510
　4．7056
　12．7505
－25．2607
　16．0711

一　1．1273

－18，4738
一　O．4823

　4．8918
一一　2．2618・

一　8．2578

一　12677
　4．8575
　1．1262
一　9，2404　・

一　O．1744

一　7．0907

一　1．8264

　10．0202

　3．2967

一　1．0773

a2 a・b

342．4043 64．5181

33s．12421　63．7117

ただし前掲の諸表と数値の異りがあるのは，本計算は分類の前二階で行ったもので，最終

的な合計においては

単 位 誤差計算に用いた数値　最終的に決定レた数値 差

材
工

積（m3）

数（本）

595．5064

　4980

593．1525

　4961

2．3539

　　19

即ち，いずれも合計に対して0．4％以下の差に過ぎないのでそのまま使用した．即ち修

正前の数値で抽出誤差の出されたものについて針葉樹」30cm以上，同未満，広葉樹30cm

以上，同未満，および針葉樹，広葉樹針広合計につきha当り本数，材積，全面積に対す

る本数，材積は第8（前掲参照）～10表の各表の通りである．

　　　第9表　分散並びに共分散表　　　　　　広葉樹の大仁木の多いところでは少なく，広
　〔1〕　本数　　　　　　　　　　　　　　　　葉樹の小径木もまた同じ・その他は互に相殺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するにいたっていないことを示す．
　A）標本和に対する分散

　　A　・B　　、C一．D－　　B）ha当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　B　C　　　　　DA　　436．4750　175，7750　39．SOOO　939．1125

客　192839㎜一三鋸18－llgl二llll　A　24．74359．96462239253．2377

b　’V”ny－UV@46i651630’6　g　iO93・igi6－5？11gi｛一4，9glZgg2，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　2616，9870　二つの負の共分散項は，針葉樹の小径木は
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a－c

66．5482

a・d

18．1785

65．7164　1　17．9513

あ2

120．3350

118．8308

b・e b・d

4．3506

4．2962

14．4867

14．3056

c2

764，5449

754．9881

ひd

40．7573

40．2478

d2

173．0238

170．8610

e2

1817．9868

1795．2620

〔II〕　材積

A）　標本和に対する分散

一
C
D

A　338．1242　63．7117

B　118．8308C
D

65．7164　17．9513
　4．2962　14．3056
754，9881　40．2478
　　　　　170，8610

　共分散項が全部（十）であることは，蓄積度が十

分でなく，他を排除する段階にいたっていないこ

とを示す．

：B）ha　当

C D

A　19．1680　3．6118

B　6．7364C
D

3．7254　1．0176
0．2435　O．8110
42．7998　2．2816
　　　　　9，6860

§6，直径生長量の推定

　針葉樹74本，広葉樹171本，合計245本の

生長錐片（core）が，プ助ト全調査本数4961

本に対し約20本に1本の割でとられ

た．

　皮付胸高直径Dを測定し，ついで

Swedish　bark　gaugeにより樹皮厚を

mm単位で測定してその2倍を直径に

対応する樹皮厚2Bとし，　D－2Bをも

って皮内胸高直径dとした．core長

を10年間の年輪の巾しとしてx・＝　d－

Lを皮内定期申央部の直径とみたて，

y＝一　2L／10を皮内平均直径生長量とし

た．

　ついで皮付胸高直径の合計ΣDと

皮内胸高直径の合計Σdから樹皮率K

を

　K＝　1；ltt

　　　2］d

により決定し，X，　yにKを乗じてそ

れぞれ皮付定期中央部直径iY＝・　Kx，
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皮付直径生長量y＝Kyを計算した．

　いま，これらの直径生長量を示すと次表（第11表［1］，［9］）の通りである．なお，

樹種毎に共分散分析を試みるこどは極めて興味深いことであるが，ここでは以下に資料の

一部を掲げるにとどめる．

　モミ，ツガ，アカVツおよびヒメロマツ，スギ入工林の生長量の共分散分析

　各樹種とも

　x：皮付直径，y：皮付連年直径生長量（cm）

とすると，各樹種についての回帰式は27頁以下に示す通りである．

　　　　　　　　第11表　標本木直径生長量表
　〔1〕　針葉樹

モ
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マ　　ツ　類

1．アカマツ
　（5本）

3．8　1　O．67

14．5　　　ト　　　0．67

15．6　1　O．25

27．1　i　O．82

27．3　1　O．36

　　i
II，ヒメコマツ
　（5本）

7．7

7．9

8，7

9．2

10．3

mean
　13，21

O．44

0．78

0．25

0．78

0，72

O，574

ス

8
9
3
4
4
6
6
7
5
1

3
3
4
4
4
4
4
4
4
5

（18本）
ギ

O．81

1．62

0．70

0．79

1．11

0．66

0．73

0．65

1．03

0．96

2
4
6
1
4
7
3
4

5
5
5
6
7
7
8
8

エ　　　ロ

　5．48

O．97

0．94

0．91

1，20

0．98

0．90

1．61

1．07

O．980

K，，，，：　．2噤F奄cd一，一ILg／8gi9：．6g£，O＝i．os33
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〔II〕広葉樹

シ　　デ　　類
　　（23本）

1
0
1
0
1
0
9
3

／
0
／
0
1
0
！
0
0
0

8．6

8，7

10，2

10．7

10，9

11．3

11．9

12．1

12．5

12，8

14，7

15．3

16．7

16．7

21．6

23．2

34．7

36．4

025
0．25

0．29

0．23

0．33

O．27

0．23

0．35

0．25

0．47

O．50

0．43

0．27

0．35

0．25

O．72

0．14

029
0．33

0．36

O．26

0．41

0．37

リ　ヨ　ウ　ブ
　　（15本）

5
9
3
4
，
9

／
0
！
0
7
♂
8
0
0
8．9

9．1

9．2

10．7

10．8

10．9

11．1

11．1

12．8

14．2

O．31
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0．23
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K…一
ﾛ3－lllき男一1・・314

a）モ　ミ：

li
1

γ

DF　MS
25　492．1
　　　11965．57

14．95

323．949

11．2609 25

is：ggg　1

O．01302559

2278．07 29．6732
2．3208 24　O．3858　F＝4．587」＊

1．9343 23　O．0841

　　　　y（M：om、i）＝＝・0。598十〇．0130（X一　19．68）

回帰係数0．0130はF一4．587＊につきsignificant

b）ツ　ガ：

1
κ
γ

19．7095

0．3719

1 Y DF　MS
21　413．9
　　14330．31

7．81

141，443

3．6969 21

6172，5381 一12．4870
0．7823 20　O．02SO　F＝O．628

一〇．oo20ngg　1
O．7570 工9　　　　　　0．0398
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　　　　　Y（Tsug．　a）　＝＝　O．3719

回帰係i数一一　O．0020はF＝0．628につきnot　significant

c）アカマツ：およびヒメコマツ

’一mm”一秩|rm’；？mm1一7m一一7
　　　　　　L「　　　　　　　■　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F畠　畠・噛　　　　　　　　　　　　　　　　　，　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　■　■　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　”

－
X
γ

13，21

0．574

10 132．1

2335．87

　5．74

74．528

3．7537 10

590．83 一一 P．2974

　0．4589 9 O．0029 F＝　O．043

一〇．oo21gssg　／
O．4561 8 O．0670

　　　　　IY（Matsul　r＝　O．574

回帰係数一一〇．0022はF－O．043につきnot　significant

d）スギ（人工植栽）

1

L一．1

18

　x　　　　　　　　y

98．7　17．64
578．59　99．115
　　　　　　18．6002

DF　MS
18

5．483

0．9800

37．39 2．389．　1

1．3130 17 O．1527 F＝2．106

O，06389676 1，1600 16 e．0725

　　　　　　ア（Sugi）＝Q．980

　回帰係i数0．0639はF卸2．106でnot　sign撮cant

即ち，胸高直径（X）に対する直径生長量（めを樹種毎に再記すると次の通りである．

　　モミ＝】『＝＝0．598十〇．0130（2r－19．68＞，　MS＝＝O．0841，　1）F＝＝23

　　ッガ：Y＝・O，372－O．0020（X一　19．71），MS＝O．0398，　DF　＝＝　19

　　マッ　：y＝＝O．574－O．0022（X－13．21），　MS＝＝O．0670，　1）」F’＝　8

　　スギ：Y；＝0．980十〇．0639（X－　5．48），　MS＝O．0725，　1）F＝16

　なお，モミ以外のものはいずれもそのXに関する回帰は有意でないのでおとされた，し

かし共分館分析ではこれらの回帰係数がみかけ’上ついているものとして計算をすすめた．

　モミ，ツガ，マツ，スギをこみにした回帰式をGeneral　regr⇔ssionとして求めると次

のようになる．

－
X
r

15．3622
0．6235

1 DF MS
74 1136．8

29210．34

4｛S．14

639．035

37．3116 74

11746．6341 一－t69．7752

　8．5427 73 O，4117 F＝＝3．624

一〇．oo59 t 8．1782 72 O．1136

即ちF・一3．624は5％レベルでわずかに有意でないのでここでもXに関する回帰は棄
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てられ

　　　　　Y（G”en，）＝O・6235

となる．

つぎにCommon　reg．，即酪々の回帰騰にそのXの分散鍾みをっけ僻みづき平
均回帰を計算すると次の通りである、

即ちCo：mmon　reg。　coeff．

噛メ鑑網一総
　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．0020il　324
この場合もF二〇．522でb（Com．）＝O、0020

DF　MS

9078．8281　18．2779

　　　　4．8750　7e O．0366　F＝O．522

4．8382　69　O，0701

は．0と有意差がない．いいかえるとGeneral　meanを通過してGeneral　regressionと全

く一i致していることとなる．

以上の状態を図に示すと第5図のようになる．

第5図　．二二葉樹4樹種群の資料分布並びに回帰図
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　また共分散分析を示すと左表の通り

である．

　即ち，四つの回帰係数は：有意差がな

い．換言するとモミ，ツガ，Vツ，ス

ギとも胸高直径と直径生長量との閤の

回帰係数は同一の分散を亀つ母集団か

らの標本とみなされる．

42　8ZL　B　8
　D．B．H．　（crm）

ss DF　MS　F
Within　4．3074　66
Reg．　diff．　O．5308　3
Common　4．8382　69
Adj．　rnean　3．3400　3
General　8．1782　72

O．0653

0．1769　2．70
0．0701
1．1133　15．88＊，lt・・

そこで平均値に差があるかどうかをみると，Genera1とCommonの∬の差はそこに
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著しい統計的な差を生じている．従って，いま，スギとモミの平均値を比較してみると，

まず差の分散は

　　　SD・一・s・・×［去＋義＋『鐙）「

から

　　　s…一・…7・1［■＋■＋く塾8－19・鰐25　’　18　’　9078．83］一一・・．・・826

　　　sD　＝　fO．00826＝　O．0909

モミとスギの修正平均の差

　　Y（Momi）A一一J」（’tugi）A＝JS（Morni）’一一Y（sugi）mb（com．）（X（Mmni）HXcsu．et））

　　　　＝一〇．598－O．980一一（一〇．0022）　［19．68－5．48］

　　　　＝＝＝　一一〇，351

即ち，共通回帰において二つの修正差は

　　　　　一〇．351

従って，これとO．0909＝SDの比較をすると

　　　　　’一≒18鍔L－a8ぴ・

即ち，自由度はCommonのmean　squareに基づく自由度69によるので著しく有意と

なる．これからみても天然生林の一部を早急に伐漏して資源を利用するとともに，同時に

スギのような生長の早い訓話を入れて林相の改善を行うことは，いわゆる経営的な面から

の体質改善の必要な所以であると考えられる．

直径と直径生長量を示すグラフ（第6図）は針葉樹広葉樹とも点の分撒がひどい．両

図とも平均値をプPtットしているが，広葉樹についてはさらに個々の点のとび塗りをも示

第6図　直径生長量回帰図
　　　　〔a〕　　　針　　　葉　　　樹

　　　　　　　　　　　Y（rv一）　＝＝　O．6234
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している．このことは針葉樹についても同様である、

　さて，このような点の撒らばり方では直径に基づく回帰は得られないのが普通である．

最小自乗解とその分析を示すと右表の通りである．

　即ち，直径に基づく回帰は有意でな　〔1〕針葉樹

い．従って

　　　　Ir〈M　一＝O．6234

換言すると直径のいかんにかかわら

ず針葉樹の直径生長量は皮付で年間平

均6，2mmの生長をしているものとみ

て計算することになる．

　また広葉樹でも直径に基づく回帰は

有意でない．従って

　　　　　　IYI（．）＝　O．3145

　換言すれば直径のいかんにかかわら

ず，皮付直径生長量は平均3．1mm（年

間）となる．

　なお，針葉樹の直径生長量は広葉樹

の約2倍となっているが，これは今回

匝　wx wY wck

1
Y
γ

15，3632135
0．623437837

74　1136．8778　46．1344
　29198．7642　639．2938

　　　　　　32，5859

1257．0122
30974．9358
　7工8．0141

11732．6678　一69．4788　11663．1890

　　　　　3．8240　一65．6548

一〇．005921’W2　1
3．4126 3．4126

分散分析

ss DF　MS F
1

Reg．
Error

28．8619　・1
0，3214　1
3．4126　27 O．1264

2．5427

Total　l　325859 29

に限りスギ人工林のcoreが資料の約24％を含む結果である・
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〔1〕広　葉　樹

fu　wX wIY wck

1 17（　2234．9760　53．7879　2459．7639
　　43125．5573　704．6584　46065．1917

　　　　　　　17．7497　776．1960

13．07003508
0．31454912

13914．3426　1．6487

　　　　　0．8308

o．ooons4gI
O．8306

13915．9913

　2．4795

　0．8306

分散分析

　　　　　ss－

　1　1　16．9189

Reg．　1　O．Ooo2

Error　i　O．8306

DF MS　F
－
よ
1
0
0

　
　
2

O．0297

Total　i 17，7497 30

　樹種間の差異等についての分析は別

の機会に譲ることとする．

§7．材積：方程式

　胸高直径に基づく材積表は各プロヅ

トの単一材積を悉く直径階に分類し

て，各直径階下の材積をその本数で除

して平均，一本当り材積を導びき，それ

を基にして二次方程式の形から求めた

材積表によった．

　なお，単木の胸高直径は輪尺または

直径テPtプを用い，樹高は三木毎に測

高器および伐倒による実測を基準と

して毎木品に目測されたものである．

単木の材積には熊本営林局の立木幹

材積表を使用した．本材積表による丁

合は若干過大に推定されると思われる

が，樹高測定もこのような山地での実行可能な程度のものであるから，本材積表を使用して

も，それによって誤差が問題にされるほどのものでないとみた．’また単木の平均材積は，

多数による測定者の樹高推定の平均的なものであることから，あえて樹高曲線を用いず，

むしろ材積曲線に基づいている点は従来の方法とやや異っている．

　なお，材積表調製のための原資料は次表（第12表）の通りである．

　　　　　　　第12表　材積表調製のための原資料一・覧表

直　　径

　D　cm

8
0
　
2
4
6
8
0
　
2
4
6
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
2
2
3

　
1
　
　
1
4
1
つ
1
1
漏
∩
乙

2
4
6
8
0
　
2
4
6
8
0

3
内
」
内
」
ハ
」
4
．

　
　
　
　
　
　
4
・
4
・
4
．
4
・
5

五

　　　　　　　　　　　

平均幣当撒一㌦数
　　．　．．．．＿．．．⊥．

　　　m3
O．0178

0．0319

0．0486

0．0739

0．1048

0．1476

0．1940

0．2169

0．3407

0，3773

0，4262

0．5260

O．6041

0．7369

0．8012

0．8884

1．0578

1．4e54

0．8890

1．2965

1．4887

1．7196

234
175

136
81
52
56
55

7
5
4
6
1
　
8
2
0
4
6

3
2
2
1
3
　
　
1
1
1
1

《
μ
1
2
3
5

平均1本当材積

　M3
0．0213

0．0344

iO．0511

0．0739

0．0988

0．1373
0．1　748

O．2315

0．2683
0．3669
0．3991

0，5046

0．5507

0．6804

0．7062

0．9853

1．0227

1，0349

1，1007

1．0559

1．5603

1．5664

本　　数

1224
940

49霊

409
232
170
121

63
69
45
40
32

2
4
3
3
1

内
乙
1
1
1
1n
6
1
0
2
5
5
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2
4
6
8
0
　
2
4
0
2
0
4

5
．
5
5
5
6
　
6
6
7
7
8
8

1．4470

2．0180

2．3580

2．1760

2．4380

3．2590

2．7060

43i汚o

1
2
2
1
噌
1
1
■
－
且

1

E 1008

2．0885
1．4877

2．3468

2．0140

2．8474

2，5254

2．8700

2．8080
2．7331

3．8077

1
5
3
1
5
　
1
1
1
1
1

3955

A）針　　葉　　樹

　
　
お

一
か
D
拶

O．16150794
0．03595000
0．19366042

・O．51681902

3．42669523

w wD WD2 wv wck

1008 162．80

36，2376

36．2376

10，9920
4．2601

195．2097
65．6033

26．9129
173．6532

14022473
275．6329
　78，4026
461．3791

9．9441 5．1393

2．9574

34．0754
19．8951

135．8488

49．1588

27．9918
189．8193

O．3013 2．2843

19．0828

2．5856

21．3671

1．7644 1．7644

分散分析

　1

D
D2
Error

ss DF MS F

37．8121　1
116．7662　1
17，3184　1
　1．7644　27 O．0653　・

＊
＊
＊

＊
＊
＊

薇・i1 173．6611 30

　　　　　　　　　　　綜　1％有意差を示す．

　従属変数”のconst．，直径D，直径自乗1）2，の各項に関する回帰の平方和は誤差の平

方平均に対し著しく有意であるから，求める材積方程式は次のように示される．・

　　　　　　V（N）＝＝O．OOO5－O．4916D十7．5815D2

　B）広　　葉　　樹

　　　　　　　　　　　　　　　　wD’　wD2　wv　wck
　
　
2
1
D
D

｛

O，12959292
0，02187823
0．10061345

O，47851473
2．89910379

7．65932683

3955 512．54

86，5284

86．5284

20．8349
7．1329

397．9262
109．8601

41．4691

250．5531

4951．9946
729．7634
1S5．9653

799．8085

20．1068 9．6214

5，2398
58．2917

32．7632

210．5164

88．0199

47．6244
301．5713

O．6358 4．8698

41．5227
5．5056

46．3925

4．2233 4．2233
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分散分析

　　　　　SS　DF
　1　　　1　40．0367　1
D　　　1　168，9937　1
D2　　t　　37．2994　1
Error　ll　4．2233　29

MS F

O，1456

＊
＊
＊

＊
＊
＊

！g．gLtai　L’E9・5．5iLi　i’

正規式からの回帰をGeneエa1エeg．とし，

Common　reg．として以下の計算をすすめると

　　従って
　　　V（L＞＝O．0323－O．7660D十7．6593D2

　　となり，この二つの材積式は第7図に

　　示すように極めて近似している．果し

　　て同一の曲線で示し得るかどうかを検

　　回するために次のように共分散分析を

　　行ってみた．

　　　まず，2つの正規式を加えあわせた

2nd　reduction　の和から求めたものを

C）　General　reg．

wD wD2 wv
四一

　
　
2
1
D
D

4963 675．34
1，　22．7660

O．1360749546
0．0247362482
0．1195115655

O．489858790
3．069493441

122．7660

31．8269
11．3930

593．1359
175．4634

68．3820
424．2063

6354．2419
1005．3963
234．3679
1261．1876

30．8691 15，1215

8．3562

94．7525
53．7100

353．3197

140．7431

77．1877

501弓7822

O．9488 7．2947

62．4775

8．2435

69．7722

7．68834317 6，3933 6．3933

D）　Common　reg．

O，9371 7．1541

60．6055

8．0912

67．7596

7．63429730 5．9890 S．9890

これから共分散分析を行うと下表の通りである・これより，針葉樹広葉樹の材積方

ss DF　MS F
Within

Reg．　diff．

Common
Adj．　mean

Genera1

5，9877

0．OO13

5．9890

0．4043

6．3933

56　O．1069
1　O．OO　13

57　O．1051

2　O．2022　1．92
59

程式は差がないということができる

が，生長量推定には一応個々の式を用

いた．

　N，　Lをこみにした材積式はGeneral

の解から

　7＝o．0241－0．6967Z）十7．68831）2

　　　　　　　　　　　（SE＝＝O．329）

なお，この回帰は第7図の実線と点線のほぼ中間の曲線を示す．

§8．材積生長量の推定

　生長量の推定は直径階の材積差を用い，2cm毎にdvの材積増加量があるから直径生長

量∠れ対しては［静・Ad］の鰻量力・あるとみなし・各階の7Xtwig　nとすると全生

長量は
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　　　麺（nd・dab

となる．管棘およびプ。ッ栓面一m3）

積4．02haで除して1ha当りをもと

めると

材積生長量生長率
4．4

N
L

195．1987　10，3881　5．32

397．8754　13・7759　3・46’　4，0

z 593．0741　24．1640　4．07

塒｛畜ll；iiii爆ill

　この場合，人工林のスギの資料が

多すぎて針葉樹の生長量が過大にな

っていることは前述の通りである．

　なお，次表（第13表）は材積生長

量の計算表を掲げたものである。

　表中，Pは胸高直径，　Vはそれぞ

れの材積方程式UC　Dの値を代入した

材積，Avは直径階2cm増加に対

する材積増加量であるが，この場合

は，下級直径階との差を用いた．こ

の点はH．A．　Meyerが行ったように

考えている直径階を中心として上，

下，両直径階の差を用いることが妥

当であることは当然であるが，ここ

では過去の材積量を計算に用いた形

となっている．それはdvの増加か

らわかるように，いくらか安全側と

みたためである．

　またAdは直径生長量であるが，

［11の針葉樹では回帰の有意差はな

いがFの値がかなり高く暗示的であ

るので，回帰式を用い，［旧の広葉

樹では回帰係数を0としてとったP」

直径生長量回帰が有意でないのにか

かわらず，回帰式を用いると単木的

にみて62～64cm附近に生長量の

S．G

5．2

2，S

2，a

2，0

IS

1．2

O．8

d．a

第7図N・L別材積曲線（単木）
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極大点があらわれてくる．

　　なお，本数を．乗じた場合， 針葉樹では12cm，広葉樹は10cmでmax．　pointになる．

第13袈 材積生・長量計算衷
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§9．標　　本　　木

　針葉樹17本，広葉樹b32本，計49本の標本木を簡易樹幹析解した・これは調査全本数約

4900本中，ほぼ100本に1本の割で標本木をとったことになる．

　年令は下表に示すような分布をしている．ここに平均年令とは第14表の年令の平均値

を示し，且つその標準誤差を示している．平均的にみて40～60の附近を中心として20年

年令範囲t1・i2・13・iEgi5・i6・［8・11・・1　i5・12・・1計1平均年令

L

3 2

3

3
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亀
∠
弓
ρ

3

2 3

2

5 2
1
2

工7

32

52．9rk　8．6

51．4士8．1

～170年までのものの分布が予想せられる．

　標本木は全調査結果の集計から使用材積表の検討等，今後の用に供する予定であるが，

次表（第14表）はi実測のままこれを一覧表として掲げたものである．
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CI） 卜金 葉 樹

第14表 標本木材積一・覧表
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　本調査報告は，九州大学宮崎演習林第三次森林標本調査として，1958年3月，同演習林

三方士団地北部地区に対し，林学科学生の測樹学実習を兼ねて実施したものであり，その

総括的内容は次の通りである．

a）調査対象林地：
　　宮崎県東臼杵郡椎葉村所在・九州大学宮崎演習林三方嶽団地北部地区

　　（標高：約1000～1500m）

b）総　　面　　積：

　　449．3ha（33～37林班全域）

c）林　　　　　相：

　　過去に利用伐採の行われた，広葉樹を主とする天然生林で，地形は極めて急峻な谷形

　を呈する．

d）調査方式：
　　Representative　sampling（400m×400mプロヅク21，31．6m×31．6m〔0．10ha〕プロッ

　ト42）

e）調査年月日：
　　昭和33年（1958年）3月13日～19日
f）　言周面メンバ・一二

　　昭和31年度進学・；林学科学生20名よりなる5個班編成

9）調　査　功．程：

　　1班1日当平均功程2プPtット，同測線測量350m
　測　線　測　量　　100m当：40．4分（43．2％）

　プtヅト区：劃設定　　　1個当：32、5分（17．4％）

　三木調査　1個当：73．5分（39．4％）

h）ha当立木本数：

2V・L別 区 分1 ha当

30cm以上
30c⑳未満

　計

95％標準誤差

N

95％誤差率

L
30cm以上
30cm未満

　計

28．1

215．7

243．8

33．8

908．1

941．9

士　10．3
±　68．8

士　　70．2

6
4
・
　
2

10
O6

t

　
1
　
　
1
⊥

士
士
士

　％
36．7

31．9

2＆8

31．4

11．7

1Ll

合 計 1185．7 士143，0 12．1

i）ha当材積：
N・L別 区 分 ha当 95％標準誤差

30cm　以上
30cm未満
　　計

（全調査面積当）

95％誤差率

　　M3
　26．9145
　19．8331

　46．7476

21003．70

　
《
ノ
ノ
0
　
8

　
1
0
9
0
　
1

　
0
0
／
　
7
’

3
1
3
9

m
9
5
1

　
　
　
1

　
士
土
士

93怨53士

　％
33．8

27．2

25．6
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L

合　　　　計

（全調査面積当）

30cm以上
30cm未満
　　計

（全調査面積当）

　35．2715
　59．7681

　95．0396

42701．29

　141．7872

63704．99

士　　　　13．6077

圭　　　6．4734

±　15．7104

圭　　7058。68

士　　20．9835

士　　9427．89

38．6

10．8

16．5

14．8

j）材積生長量：；

2v・L別 ha当材積 ha当材積生長量 成長率

　　N
（全調査面積当）

　　L
（全調査面積当）

　合　　　計

（全調査．面積当）

　M3
46．4759

　m3
　2．4734

1111．2986

94．7322 　3．2800

1473．7040

141．2081＊ 　5．7533

2584．9577

％
5．32

3．46

4．07

註）＊薪しい材積式から求められたもので，前掲の対応数値とは若干異る

k）主要樹種の蓄積と利用材積：

　〔1〕針　　葉　　樹

　　（針葉樹全材積21004m3として）

樹 副比剰材側利用鞭
　　　　　　　　　　　　　　　M3　　　　％
ミ
カ
ツ

　
　
マ

　
　
カ

モ
ツ
ア

0
1
を
」
1

4
3
4
1

　　皿3
10292

6931

2310

4580

3084

1028

註）＊利用材積は1）・B．EI．　36cmP！上44・5％に基づ

　　いて算出

〔ll〕広　葉樹
　（広葉樹全材積42701m3‘として）

樹副比率 材

ナ
類
類
類
ラ
類
類
ブ

ラ
デ
シ
雰
募

　
　
　
　
メ

ブ
ナ
シ
カ
ピ
サ
カ
リ

　％
14．2

11．8

10．5

5．8

4．9

4．8

4．8

4．2

6064

5039

4484

2477

2092

2050

2050

1793

刷利用材積・

　　　　　　mぼ『　M3
　　　　2802

2328

2072

1144

967

947

947

828

註）＊利用材積はD・B・H・26cm以上46・2％に基づ

　　いて算出

　最後に本報告で銘記すべき若干の点に

ついて要約すると次の通りである．

　第一は三方嶽団地北部地区は南部に比

して蓄積がやや良好であることであり，

部分的には針葉樹の蓄積の高いところも

ある．

　第二はここで用いたようなRepresen－

tative　sa血plingは，この程度の疎開した

広葉樹天然生林ではブロックの効果が殆

んど期待できないように思われる．ただ

し系統的な方式により，調査の完成度が

高いことは事笑で，調査上この意味から

はむしろ好ましいと思われる．

　第三には本調査ではとくに人工造林地

をこみにしたので，プロットが造林地に

おちたものについて：分析した結果：，スギ

の生長量は他の天然生針葉樹のほぼ2倍

の直径生長量：を示し，現有資源を利用し

つつ同時に伐採した部分，とくに土壌層

の厚い地区に対し人工造林を導入するこ

とは全体の生長量を進長せしめるであろ

うと老える．そしてそのとりかかりは早
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いほど好ましいと思われる．

　第四は本地区はかなりの崩壊地が多いことである．測線測量：が数個所に亘って崩壊地を

横切って通過した．従って，地区全体としての砂防土砂粁止上の保安性格に対する検討と

対策は，主体としての現有天然生林を維持保続せしめる方向で考慮されることが望ましい

であろう．

　以上からみて，三方嶽団地北部地区は宮崎演習林として比較的蓄積の高い方に属すと認

められ，．災害保安の立場から天然生林の保続が望まれるが，一部経済的な立霧からは或る

糧慶の人工造林地の拡大は，森林全体の生長力に極めて大きい支柱を入れる役割を果すで

あろう・　　，L
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　1．　Introduction

　　　　This　forest　survey　was　carried　out　in　March，1958　with　twenty　students　apd　faculty

members　as　the且eld　work　of　forest　me血suration　course　of　Kyushu　U：niversity．　This

series　of　sa卿1ing　surveys　in　Miyazaki　district　of　Kyushu　University　forests　has　started

since　1956　alld　has　followed　year　by　yeaf　about　half　a　thousant　hectare　per　one　time

with　about　the　same　power　of　invelltory　counter　clockwise．　Mt．　Sampoo　has　the

heighest　peak　which　is　1476　meters　and　is　located　in　about　the　cellter　of　the　Univcr・

sity　Forests．　The　middle　and　south　areas　of　it　were　sampled　in　the　last　two　years．

These　districts　are　almost　the　top　of　Kyushu　Island　an；d　many　ridges　are　waving．　Thero

are　steep　and　deep．　valleys，　den．se　bush，　dead　ro：cks，　non・economic　and　malformθd　trees

in　the　range　of　the　mountain．　It　can　be　．said　that　these　forest　areas　are　never　good

sites．　Moreover，　onoe　or　more　than　once　partial　cuttings　were　madc．．The　objectivcs

of　tllis　fbrest　survey　are　the　estimation　of　total　volume，　growth　i1ユcrelnents，　collstrac－

tion　of　forest　trees　and　structure　of　stands．　In　the　long　run，　they　wiU　be　used　in

preparation　of　plalming　for　managernent　of　the　University：Forosts．

26　　工！】］【et血od　used

　　　　Twenty　stude且ts　were　divided　into　five　parties　and　one　i．ns．tructor　and　two　laborers

were　with　each　party．　Then　one　party　consisted　of　7　persons．　The　period　of　this

inventory　was　from　March　13　to　19，1958　and　the　objective　area　was　449、3　ha，　compart－

ment　numbers　3．3－37．

　　　　The．method　used　is　a　Representative　SampI．ing　Method　which　consists　of　two

plots　within　each　block：．　A　block　is　400　m×400　m　square　and　a　plot　is　O．10　ha　in　afea，

31．62mx31．62　m　square　which　inclines　just　45　degrees　in　the　main　cardinal　direction．．

At　the　first　time　24　bIocks　covered　the　total　area　and　some　edge　areas　were　rqjected．

Each　party　starts　from　a　suitable　distinctive　poi且t　and　l）ears　with　metric　tape　mainly

from　west　to　east．　The　magnetlc　declinatio且is　5　degrees　to　wost．　In　the　line　from

west　to　east　the　distance　apart　between　plot　and　plot　is　200　meters　aIld　in　the　north－

south　direction　the　dista且ce　apart　is　400　meters、　After　marking　the　center　stick，　measur・

ing　22．35　meters　in．diagollal　directions，　fbur　corner　sticks　were　placed．　Every　tree

over　8　cm　in　DBH　was　measured　wit：h　caliper　and　identi且ed　in　botanical　name．

　　　　：Every　100　th　tree　in　Sampli11g　trees　for　check　of　tree　height　and　volume　was　cut

down　and　sample　cores　for　growth　estimation　were　taken　from　every　20th　tree，　at　same

三皿tervals　respectively．

　　　　Tools　usod　f6r　mollsuration　of　trees　and　survoy　are　as　follows；

　　　　1：Pocket　co即ass，1Weise　Hypsometer，1Caliper，1Diameter　tape，1，　In　cre・

ment　borer，1Swodish　bark　gauge，1Core　box．，1Meter　tape　for　50血，1Meter

tape　for　20m，1Scale，1Protoractor，1Japanese　calculator，1Slopetable，　I　Volume

table　issued－by　Kumamoto：Regional　Fore8t　Bure鋤，1Map　of　Univevrsity　Forests，

1Aeria1：photograph，1Fiel　d　book，　and　lesser　items．
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3．　Sc血e血le　for　survey　versus　actual　field　work

　　　　Out　of　24　blocks，21　bエoc：ks　were　completely　finished　alld　three　blocks　were　not

worked，　because　these　distances　were　so　long　and　much　too　dangerous．　We　had　6　days

for　the・　survey　but　the　fourth　day　we　had　exceedingly　＄trong　rainy　weath　er．　Actually

we　worked　almost　5　days，　Average　number　of　plots　worked　was　1．68　plots　per　one　day

for　one　party．　lt　seerns　that　this　survey　was　too・　slow，　since　they　could　not　work　more

than　two　plots　in　average．　There　are，　however，　many　reasons，　and　we　can　say　tb　at

there　are　three　main　reasons．　The　first　was　the　long　distance　which　took　about　1．5　hoilrs

per　one　s　ide　trip　from　camp　to　stands．　The　s　econd　reason　was　the　v／ery　steep　topo－

graphy　and　dense　bush，　so　we　could　not　progress　from　plot　to　plot　with　speed　of　more

than　40．4　minutes　per　100　meters　in　average．

　　　The　third　reas・on　was　small　dense　tree　growth　within　plots，　taking　32．5　minutes　in

average　for　plot　establishment　and　73．5　rninutes　in　average　for　every　mesurement　in

a　plot．　lt　took　time　which　consists　of　the　followi．ng　raties：　Survey　from　plot　to　plot，

plot　establishment，　and　plot　measurements　which　were　43．2％：17．4％：39．4％．　About　a

half　day　was　expended　for　arrival　at　a　plot．　We　were　always　spending　much　tlme　and

expending　great　physical　・energy　for　routine　survey　work．　lt　must　be　given　much　con－

sideration，

　　　In　spite　of　such　conditions’，　we　worked　out　87．5　0／o／　completely　of　the　initial　schedule．

4．Vol鵬me　and　the　nu血ber　of　tree　percentage　by“iameter　class

　　　In　this　survey，　42　plots，　4．2　ha　in　area　were　measured．　The　total　number　of　trees

within　total　sample　are　4961　and　conifers　are　1008　（20．3　％），　hard　woods　are　3953　（79．7

％）；　Per　h　a　1180　trees　and　L＝940　and　N＝＝240　trees　respectively．　Both　tree　species

are　abundant　in　small　size　diameter　classes，　while　l　arge　size　trees　are　very　scarce．　The

following　table　may　show　this　condition．

DBH

cm

0
0
A
U

－
二
2
弓
」

N
Tree　Number Volume　1　Tree　Number

（in　accumulated　percentage）

Volume

40．9

78．工

91．4

5．0

24．0

48．9

54．8

90．8

97．0

14．7

45．5

66．0

　　　in　the　number　of　trees　almost　half　or　more　than　half　are　under　12cm　in　DBH．

But　the　volume　of　small　size　trees　is　relatively　scarce　and　more　than　30　cm　large

diameter．　class　trees　occupied　about　half　the　percentage　of　the　total　volume，　in　spite

of　the　small　percentage　ratio　of　number　of　trees．　This　fact　indicates　that　the　stockings

were　not　sufhgent　and　after血oving　out　of　large　size　trees　the　small　siZe　trees　are

growing　in　spite　of　unfavorable　conditions．

　　　　Sample　sum　is　shown　in　the　following　table：
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Tree　numder Volume　（m3）

1

1008

　20．3％

3953

　79．7％

Tota1

4961

100．0％

1
195．2066

3Z．9％

L

397．9459

67．1％

Tota1

593．1525

100．O；o，．一

5．　Volume　of　tree　species

　　　Ratio　between　conifer　and　hard　wood　is　20：80　in　tree　number　and　33：67　in　t．　ree

volume．　Then．　these　forests　are　almost　natural　ha．rd　wood　areas．　Conifer　tree　volume　per一

Momi　（Abies）

Tsuga　（Ts”ga）

Red　Pine　（Pinus）

33％

49％

11％

Bu旦a（Fa8aの

Nara　（eaerc”s）

Shide　（Carpinus）

Kashi　（Evergreen　2ae’rcu－s）

Himeshara　（Stevearha）’

Sakura　（Pr”nus　sp．）

Kaede　（！翼．cer萌ρ．）

Ryobu（C二三切

％
％
％
％
％
％
％
％

2
8
5
8
9
8
8
2

コ
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
1
0
5
4
4
4
4

1
1
の
　
一
　i

　　o£　blQcks；

　　So　there　is　no　significant　differenc¢

between　bloek　varia．tion　and　plot　variation

within　blocks．　lf　there　is　much　variation

between　blocks｝　for　．instance　some

blocks　are　highly　stocked，　so　thelr　two

plot　values　will　show　relatively　high

volume

are，，　hdwever，　very　seareoe，

is　too　small‘’

1ine　weighted　sampling　and　the

centage　is　shown　by　the　left　upper　table，

　　　Theゾare．mostly　scattered　on　ridges

and　sometimes　cius・tered　in　special

locations．　Almost　all　places　where　they

grow　are　not　suitable　for　cutting　or　not

ecQn　omical　to　work．　Hard　wcod　volume

percentages，　（mai：　species　more　than

5％）　are　shown　in　the　left’　under　table．

　　　　Other　species’　are　less　than　4％．

Trge　species　number　is　more　than　85，

however　tree　i　dentification　is　not　strict，

because　it　was　early　spring　time　and

not　all　members　had　enough　knowledge　of　tree　identification．

6．　Sampling　data，　plot　’volume　data

　　　For　these　natural　broad　leaved　forests，　representaive　sampling　was　laid　out．

　　　However　it　was　not　saccessfu1，　because　there　were　not　significant　differences　between

block　variation　and　within　block，　’variation　shown　as　the　foilowg　anqiysis　of　variation

　　　　　　　　：

VARIATION ss DF MS
Among　blocks

Within　blocks

94923，54

90445．68

n
U
－
鳳
2
2

一4746．’18
4306　94

Total T185369．22 41 4521．20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F一牙；識一1・1・

　　　　　　　comparing　them　T　to　the　other　block　plots．　Simllar　value　plots　in　the　same　block

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CorrelatiQn　of　pair　plots　within　each　bloek　is　O．199，　which

　　　　　　　　　　　　The　case　of　systematic　sampling，　the　case　of　representative　sampling，　E－W

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c，ase’of’SrN　line　weighted　sampling　are　shown　in　average’

volurne‘’per　ha　and　one　standard　error　per　ha　as　follows：一　．

　　　　　1．Systematic　sampling：　14122±10．76　m3　・

　　　　　2．　RepTesentative　sampling：　’141．22±10．13’m3’
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　　　　3．　E－Mline　weighted　sampling：　141．23±11．48　m3

　　　　4．ぷ1V　line　weighted　sampling：　141．22士9．92　m3

　　　These　sampling　errors　are　not　so　much　different．　General　ly　speaking，　the　block－

wise　s．ampling　effects　in　these　university　forests　are　not　recognized，　and　it　is　doubtful

that　a　repregentative　sampling　in　this　way　would　be　successfu1　in　Japan．

7．　Total　volume　estimation　and　sampling　error

We　gave　the　following　signs：

　　　Conifer　more　than　30　cm　in　DBH一・…．・・・…t・・…‘・・A

　　　Conifer　less　than　28　cm　in　DBH・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…B

　　　Hard　wood　rr　ore　than　30・cm，　in　DBH・・・・・・・…t・…C

　　　Hard　wood　less　than　28　cm　in　DBH・・・・・……・・・・・…D’

　　　All　ealculation　systems　are　followed　by　Schumacher　and　Chapmann’s　book．　All

digits　are　slightly　different　from　the　complete　tabulated　digits；　while　the　difference　is

not　so　much，　about　O．4　％　in　both’number　of　trees　and　volume．　ln　the　number　of　trees

covariance　terms　are　plus　sign　except　Co’v（BC）　an．　d　Cov（CD）．　The　two　minus　cova－

riance　terms　mean　that　under　large　s　i・ze　har／d　wood　trees，　smal　l　sizes　of　both　conifer

and　hard　wood　trees　show　some　tendency　toward　decreasing．　The　plus　coveriances

mean　that　the　stockings　are　not　suMcient　and　they　do　not　reach　the　stage　of　rejection

of　other　speeies．　ln　the　number　of　trees　all　oovariance　terms　are　plus　signs　which

mean　not　fully　stock　conditions．　Thc　results　are　shown　in　the　following　table．

（1）　Number　of　trees・

per　ha S．E E　P．（％） Total S．E．

A
B
C
D
A十B＝N
c十D二五
A十C＝30＋
B十D＝30－
A十B十C十D

　28．1

215．7

　33．8

908．1

243．8

941・9

　61．9

1123．8

1185．7

10．3

68．8

10．6

106．4

70．2

104．2

15．4

142．5

143．0，

7
9
4
7
8
1
9
7
ー

コ
　
　
の
　
　
　
　
ロ
　
　
リ
　
　
コ
　
　
ゆ
　
　
サ
　
　
の

6
1
1
1
8
1
4
2
2

3
3
3
1
2
1
2
1
1

12625．3

　96914．0

　15186．4

408009．3

109539．3

423195．7
27811．7
504923．3
532735．0

4627．8
30911’．8

4762．6

47805．5
31540．9
46817．1

6919．2

64025．3

64249．9

（2）　Volume　（m3）

per　ha S．E． EP．（％） Total S．E．

B
C
D
A十B＝N
c十P＝L
A十C＝30＋
B十D＝30－
A十B十C十D

26．91

19：83

35．27

59．77

46．75

95．04

62．19

79．60

141．79

9．11

5．40

13，61

6．47

11，97

15．71

17．33

8．84

20．98

33．8

27．2

38‘6

10．8

25．6

16．5

27．9

11．1

14．8

12092．68
8911．01

15847．49

26853．81
21003．70
42701．29
27940．17
35764．82
63704．99

4091．55
2425．5．　9

6113，94

2908．50
5378．93

7058．68
7786，41

3969．84
9427．89．

8．　Diameter　growth　estimate

　　　245　cores　which　consisted　of　74　conifers　and　171　hard　woQd　trees’were　taken　frorr；，
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every　20th　tree　and　eore　length　in　recent　ten，　years　in　mm

thickness　was　measured　by　Swedish　bark　gauge．

　　　　D・・・・・・・…｛・diameter　in　DBH　with　bark

　　　　B・・・・・・・・・…bark　thickness

　　　　d・・・・・・・・・…D－2B

　　　　L・・・・…　，・…　core　length　in　recent　ten　years

　　　　x・・・・・・…　d‘・d－L；　diameter　in　middle　of　the　period

　　　　y・・・・・・・・・…2L／10　average　・diameter　growth　without　bark

　　　　K・・・・・・・・・…　（total　D）／（total　d），　ratio　of　bark　thickness

　　　　．sr＝　Kx，　y＝Ky

All　these　signs　are　followed　by　H．　A．　Mayer’s

was　measured．　Bark

X　（cm＞ Y　・（cm）

M・omi（Fir）

Tsuga（Tsuga｝

MatsuCPinusj
S・gi（（

19．68

19．71

13．21

5．48

O．598

0．372

0．574

0．980

Mean　K＝＝1．0533

conifers　and　hard　wood　trees　respectively．　However，　here　we

Regression　on　X　is　not　significant　in　almost　cases．

is　shown　as　follows：

　　　　Y（M，，n，i）＝一一〇．598十〇．O130（X－19．68）

　　　　Y（Tsugft）＝O・’3719

　　　　｝1（M醐u）二〇574

　　　　1Ylc　u．　t）　r＝　O．980

　　　　Except　Momi　the　three　species　have　no　regression　coe伍cents，　because　their

regressions　on　X　are　not　significant　in　effect．　So　each　has　cengtant　diameter　growth

regardless　DBH　size．　lf　it　is　assumed　that　they　h　ave　such　regression　equations，　the

covariance　analysis　may　be　available．　The　results　are　shown　by　the　left　table．

book　for　rnaking　tk　e　regression　of　Y

on　X．　Volume　equations　were　constructed

by　m．．　eans　of　quadratics　of　diameter　and

converted　to　volume　growth　from　dia－

meter　growth．　Conifer　tree　diameter

growth　is　shown　at　the　left．

　　　It　is・　very　interesting　that　each　spe－

cies　had　different　diameter　growth　within

　　　　　　　　　　　　　tested　only　conifer　trees．

　　　　For　instance，　each　within　conifers

ss DF MS ．
F

Within

Reg．　diff．

Com　on
Adj．　Mean

Genera1

4．3074

0，5308

4．8382

3，3400

8，1782

1
0
3
0
／
3
∩
∠

1
0
　
1
0
　7

O，0653

0．1769

0．0701

1．1133

2．70

15．88蠕

meter　growth　within　natural　conifer　trees　is　Momi．

highly　signi丘cant　difrerence　when　comparing　to　other　Ilat町al　species．

bo　a　noticeable　thi皿g　and　it　．suggested　that　so血e

evaluation　of　these　forests，

Frem　the　above　table　the　regressi・on

coef【icent　di丘圏erences　are　not　sig工血ica且t，

but　the　adjusted　mean　differences　are

highly　significapt．　T．hen　testing　the

difference　between　Sugi　and　Momi，

　　　　　t＝O．351／0．0909　一3．86，＊＊・

it　is　highly　s・ignifican　t．　The　highest　dia－

　　　　　Sugi　plantation　shows，　however，　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　fact　may

　　　　plantation　area　may　increase　the
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Total　’モ盾獅奄??窒刀@and　hard　wood　tree　regressions　are　shown　as　follows：

　　　　YN－O．6234

　　　　Y．　一〇．3145

　　　踊regressio血s　are　insignificant．　They　mean　that　conifers　have　6．2mn　and

hardwoods　have　3．1　mm　in　diameter　growth　per　year　in　average，　regardless　of　diameter

size．

9．Vohlme　e璽靱atio皿

　　　Volume　equation　is　formulated　as　quadratios．　All　data　．classified　by　DBH　classes

in　plot　sampling　are　used　and　weighted　by　the　number　of　trees　in　each．　diam．　eter　class．

　　　　For　volume　ef　conifer：　VN＝O．OOO5－O．4916　D十7．5815　P2

　　　　For　volume　of　hard　wood：　IZL　＝O．0323－O．7660　D十7．6593　D2

　　　The　volume　of　each　tree　in　plot　is　cornputed　by　the　Volume　Table　of　the　Regional

Forest　Bureau　of　Kumarnoto．　So　this　equation　is　based　upon　that　table．　And　the

above　two　equations　ar，　e　no　t　significantly　d　ifferent　which　may　be　shown　by　covariance

analysis．

The　eovariance　analyses　are　shown　as

follows　：

Fis　not　significa血t．　Both　equations

may　be　wj　thout　difference．

　　　Then　the　genoral　regress’ion　is　as・

foll，ows：

．ss DF MS F
Within

Reg，　diff．

Cemmon
Adj．　M，　oan

Genera1

5．9877

0．oo13

5．9890

0．4CYI3

6．3933

6
4
1
7
2
．
9

5
　
　
2
」
　
ζ
硬

O，1069

0．oo13

0．1051

0．2022 1．92

　　　　　　　　　　　V＝puO．0241一一一一〇．6967　D十7．6883　D2

　　　This　curve　may　be　run　about　the　middle　zone　among一　the　一above　two　respective

curves．　And　all　volume　computations　are　avilabl　e　by　this　general　eqrtation．

10．　Volurne　increment　estimation

　　　　After　H．　A．　Mayer　Methods，　volume　increment　in　equation　between　two　2　cm　dia－

meter　classes　is　denoted　d　and　diameter　growth　corresponding　to　each　l　diameter　is

denoted　z　which　is　constant　in　this　case．　And　the　num．　ber　of’　trees　in　diameter　class

is　denoted　N　and　there　are　k　diameter　classes．　Then　volume　increment　S　are　expr¢ss－

ed　as　follows：

　　　　　　　　　　　告［s㈹］．　．1

　　　The　following　table　showg　sample　sum，　and　per　ha　averages　whi．　ch　come　from

subdivision　of　sample　area　4．2　ha．

Volume　（m3） Increment　（m3） Growth　percent　（％）

一

L

195．1987　（　46．4759）

397．8754　（　94．7322）

10．3881　（2．4734）

13．7759　（3．2800）

5．32

3．46

Tdta1 593．0741　（141．2081） 24．1640　（5．7533） 4．07

（ ）　expresses　values　per　ha
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　　　Relatively　high　value　in，　growth　percentage　in　conifers　due　te　the　data　including’

Sugi　plant飢iol｝about　26％．

11．　Sample　trees

　　　For　the　later　analy＄is　17　conifer　and　32　hard　weod　tree　samples　are　taken　and

average．　age　will　be　show　n　，as　the　following　table．：

Upper　range　of　age

L

20 3e 40　50　60 80　100　150　2co ，sum

3
2
．
3

り
」
慶
」
　
1

2
趨
」 3
2
3 2
5

2
1
呂
2 7
2

1
弓
」

ave．　age　±S．E．

　　　　　　　　　e
52．9±’　8．6

51．4十8．1

12．　Summry

　　　The　3rd　forest　inventery　for　Miyazaki　district　of　Kyushu　University　Forests　were

laid　out　a呂a飼d　practice　of　Forest　Mensuration　Course　with　20　stude逓ts　for　the亘or－

thern　part　of　Mt．　Sampoo　in　March，　1958．

　　1．　Area：　449．3　ha　（compartment，　numbers　33－37）

　　2．　Sampling　Design：　Representative　Sampling，　21（400　m　x　400　rn）square　blocks　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　each　block　has　two　31‘6　m　x　31，6　m　square　plots　（O．1ha）　200

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　apart　from，　each　Qther　in　block．　Total　plot　numbers　are　42．

　　3．　Hours・　expended　for　survey　and　mensuratiQn：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Line　survey：40．4　min．　ave，　per　100　m，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plot　establishment：　ave．　32．5　min．　per　1　plot

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Individual　tree　measurement：　ave．　73．5　min．　per　1　plot

4．　Total　volume　estimation：

per　ha　（m3） S．E．　（95％）（m3）， EP．　（％）

N
30cm　（over）

28cm　（rninus）

Sum

26．91

19．83

46．75

±　9．11

±・　5．40

±．一　11．97

33．8

27．2

25．6

L

1
30cm　（ever）

28cm　（minus）

Sum

35．27

59．77

95．04

±　13．61

±，　6．47

±　15．71

38，6

10．8

16．5

N十L　Tota1 141．79 ±　20．98 14．8

Total　volume　（m3）

　　ハr：21［003．70

　　L　：42701．29

1V’¥L：63704．99

±5378．93

±　7058　．68

±9427．89

5．　The　number　of　trees 6．　Growth　Estimate

per　ha　S．E．（95％）　EP．（％） per　ha　（m3） Growth　percentage（％）

L
0
0
◎
ー

コ
　
　

ロ

盤
」
－

雪
囲

±　70．2

±　104．2

28．8

11．1 L
2．4734

3．28（｝e

32

i
　
　
　
の

ぜ
）
凸
」

Total　l　l8S．7 ±　143．0 12．1 Tota1 5．7533 4．07



49

7．　Main　species　（m3）

Species percentage　（％） stocking　volume useable　volume

Momi（Abies）

Tsuga　（Tsuga）

Matsu（Pinus）・

Q
／
3
咽
1

4
∩
5
ー
ム

IQ292

6931

2310

4580

3084

1028，

（36cm　plus）

Buna（Fagus）

Nara（eaereus’）

Shide（Carpinus）

K・・hi（Evergreen
buercus；）

Himeshara（Stewartia）

Sakura（Prunus）

Kaede（！望6¢つ

Ryobu（Clethra）

14．2

11．8

10．5

5．8

4．9

4．8

4．8

4．2

6064

5039

4484

2477

2092

2050

2050

1793

2802

2328

2072

1144

967

947

947

828

（26cm　plus）

　　　　Finally　we　should　report　the　following　three　points　in　this　inventory．　The　first　is

that　this　area　has　relatively　higher　stocking　than　th　e　other　areas．　The　second，　is　that

that　representative　sampling　method　will　not　be　entirely　suitable　for　these　broad　leaved

forests．　However　the　／complete　percentage　of　field　work　will　be　much　better，　because

each　block　w　ill　be　a　field　work　unit．　The　third　point　is　that　growth　of　the　Sugi

planation　w　as　much　more　valuablie　than　the　other　natural　coni　fer　tree　growth，　especially

more　than　the　Momi　tree．　So　a　plantation　will　give　more　fruitful　yi，elds　to　these

forests　in　th，　e　future．　There　are，　however，　so　many　eroded　and　dead　areas　that　present

natural　forests　must　be　protected　ag　much　as　possible．　Consequently，　though　Sugi　has

almos・t　two　times　the　increment　of　natural　Momi　stands，　it　is　also　suggested　that　planta－

tion　and　watershed　areas　be　balanced．


